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第十黎，

五
缉

筆
者
は
嘗
て
本
誌

.

上
记

.

於
て
、『

勞
働
法
の
研
究
方
法』

.

に
就
い
て
論
じ
た
。7

0

そ

し

て

今

^

%

の

方

法

こ

從

つ 

て
、『

勞
働
法
の
本

.

質』

を
取
扱
は
ぅ
ど
す
る
の
で
あ
る
が
、
之̂

先
立
つ
て
、称
び
方
法
論

.

を
略
述
す
る
の
反
覆
? :

許 

、

る̂

れ
度
い
。
夫
は
ニ
方̂

於
て
、
讀
者
鼢
君
の
魂
解
を
：親
易
な
ら
し
め
る
爲

W
、

他
方̂

於
て
、
筆
者
自
身
方
法 

R

關
し
て
淸
算
を
試
み
る
が
爲̂

の
ニ

'
.

重
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

世̂

は
未
だ『

カ
シ
ト
か
マ

>

ク
％ス
か』

(

内
|

0

<

^

客
爲

)

2

の
聲
を
聞
く
。
そ
し
て
、若
し
吾
人
が自
己
の 

研
究
方
法
？
し
て
孰
れ

，
.

の
方
法
を
探
る
可
き
や
を
決
定
す
る
場
合
冗

K 0
#

雨
者
を
比
較
し
て
1

擇
を
行
ふ
乙
ヾ

」
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不

可

能

で

あ

'る

, 0

ミ
云

.

上
の
；は
、本
來
ヵ
ン
ト
の
方
法
ど
マ
ル
ク
ス
の
方
法

V」

は
、
全
く
其
の
姓
質
を
異

R

す
る

i

M O 

R

向
け
ら
れ
た
方
法
で
あ

.

々
、
夫
々
其
の
課
題
を
異
に
す
る

k

連
れ
て
、
全
く
異
つ
た
方
法
論
上
の
歸
結
を
生
じ
た 

か
&

で
あ
る
。
夫
故
我
々
が
孰
れ
の
方
法̂

採
る
可
さ
や
を
決
定
す
る̂

當
つ
て
は
、
先
づ
我
々
の
硏̂

せ
し
^

す 

.

.

る
課
韻
を
明
瞭̂

決
定
し

"

然
る
後̂

斯
く
決
定̂

れ
た『

課
題』

に
準
據
し
て
、
兩
者
の
方
法
の
間̂

選
擇
? :
1

了
ょ 

な
け
れ
ば
な
ら

g

の
で
あ
る
。
若
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課
題』

ど
云
ふ
第
三
の
標
準̂

據
づ
て
選
擇
を
行
は
な
い
な
ら
ば
、
夫
は
丁
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商
品
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較
す
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つ
て
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暴
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い
。

然
ら
ば
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ヵ
ン
ト
の
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法
ど
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,

ク
ス
の
方
法
ど
♦か
夫
々
取
扱
は
ん
ぐ
し
す
る
所
の
課
題
は
如
何̂

相
違
し
、
又
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つ
て
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は
如
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て
來
る
か
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題
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る
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題
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理
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す
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必
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ふ、
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然
る
た
、
ヵ
ン
ト
は
前
者
の
方
法
を
否
定
し
、
後
者
の
方
法
を
採
用
し
た
、
€
云
ふ
の
は
、
前
者
の
方
法
を
以
づ 

f
て
じ
七
ば
入
'は
单
な
冬
事
實
以
上
.
出̂

づ

：る

も.：の
で
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 ̂

'
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果
的
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約
：さ
れ
だ
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類
生
活(
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過

程

が
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す
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ぷ
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情
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漱
.
て̂

輿
0
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題

^

の 

‘セ
.は
摩
い
_

ら
セ
あ
る
.0
;
り

:へ
'.
-
'く

：ぐ

.ヽ

^
七
前
者
の
.方
法
は
發
生
的
方
法
ミ
呼
ば
れ
、'後
者
の
方
法
は
批
判
的
方
叛
。
呼
ば
れ
て
居
る
。

『

發
生
的
方
法
に 

取

つ

ャ

は

、

公
.

理
は
人
間
0
:表
象
>
感
情
及
次
意
.志
決
宠
：の*

_

於̂
$

當
.を
得
た
る
事
實
的
解
釋
樣
：式
で
あ

$

;>
;_批
判
釙
方
.法
：に
取
づ
で
は
、
斯
芩
公
迦
齡-
—
其
.の
事
實
的
妥
當
が
如
.何 

ば
か
々
の
範
圍
k
及
ぶ
も
の
'で
あ
る
：か
S 

.
裳
'ふ

Z'
ど
一̂

全
.く
關
係
：炙
く
' 

思

.惟

は

眞

な

る

目

的

を
 

' 

意
欲
は
善 

な
る
目
^
を

.;
-
又
感
情
は
美
な
る
0-
的
5:
'

藝

成

：せ

ん

^
.

す
^
7
か̂
で
あ
る
.ヒ
云
ふ
前
提
の
下
^
妥
當
す
可
さ
ど
Z
ろ 

の
規
範
で
あ
.る
。』(

3〕
.
V

 

ぐ
，
：
：
：
，
：：

:
.

斯
ぐ
て
、
ヵ
ン
ト
の
批
判
的
方
法
の
取
极
は
ん
^
す
る
課
題
は『

公
.
®の
妥
當』

で

あ

之

.，而
4
■
單
な
=る

« 0
« 0
&
い 

て
の
公
理
で
は
な
く
、
規
範V

J

し

，て

の

公

理

の

妥

當

を

證

明

1*
;
-る
に
あ
つ
.た
。グ
而
^

て
其
の
證
明
.の

基

礎?:『

主

観
 

の
先
驗
的
形
式』

^
求
め
て
.居
る
：こ
ヒ
は
周
.知
の
事
柄
で
&;
る
。::

'

:

か 

.

.

ト

.(

.
之
に
反
じ
て
、

マA

ク
ス
の
方
法
，
即
ち
所
謂『

唯
物
論
的
、方
法』
の
取
樹
ぱ
ん
士
ず
^
課
題
.は
、：

ヵ
ジ
ト
化
於
け 

る
が
如
ぐ『

曹
遍
的
«'
、超
歷
史
的
.な
規
範
ど
し
.て
の
.公
理
.の
.妥
當
を
瞭
职
せ
ん
：？
す
.る
も
.
.の』

で
ば
な
^

歷
史
的
な
事
實
ビ
し
て
の
社
會
現
象
の
生
起
^
氣
明
せ
ん
や
す
る

も
の』

.

で
，あ
る
：。而
し
て
斯
る
課
題
代
向
け
ら
れ
た 

V

 

f

矣
メ
办
方
法
ば
、；：當
然
其

.

ゆ

翁

明

が

原

理

ゼ

^ -
^

£

驗
的
_

』

R'
求
^
ず
し
で
、
4
社
會
时
な
' 
即
ち
客
觀
的
犮
經
驗
的
經
濟
形
態』

、
R'
求
め
て
居
る
の
で
あ
る
。ぃ
此
の 

點
^;
於
^
?
.筆
者
は
次
め
>
.デ
久
メ
<
ァ
.ド」

フ
|
,の
言
葉
化
賛
成
0
蒙
^
表
ぜ
.ざ
が
^
得
な
い
デ
即
ち
日
.ぐ
、
^
 

.ヌ
主
義
は
鲁
通
に
ば
唯
物
論
^

|
體
系
^
着
做
务
れ
る
が
、
.
.斯
ぐ
看
做
3
れ
，：る
0;
,は
、へ
主
^
し
て
其
.の
根
本
理
論
?: 

木
宰
に
％
唯
物
史
觀
ビ
名
付
け
る
に
曲
來
し
^
。
：
ン

：

：

.
マ

ぞ

彳

ス

ま

■
は
總
て
唯
％
^

$
何
の
_

#

%持
ぢ
得
?:
'
 

い
？
唯
物
論
は
一
^
常
に
吾
人
が
夫
^
就

^
て
#

へ
得
る
ゃ
.ぅ
紀
-
—

.
:

『

棒
の
#

學
體
系
で
あ
办
'
班
{2
:
詳
し
<<
云 

へ
ぼ
?>
«
物
の
本
質
仏
關
す
る
問
題
を
揭
げ
マ
忠
<>
曲

.の
問
髒
^
答
べ
'6:
ぬ
、び
總
て
は
物
質
な
☆
ビ
贫
るI-

つ
の
形 

而
上
學
で
あ
次
:°
:
へ
之
忆
處
し
七
¥
^:
^

ス
逢
義
_
何
ザ
^

で
あ
る
か
ザ
夫
等S

何
も
の
^
ル
な
^

^
夫
は
社
會
生
活
及
汉
職
會§

發
展
に
關
贫
る
'

l
e
v

奴

科

學

で

あ

^

^

又

單
 

に
科
學
た
&
ん
^
す
る
疼
业
贫
4
;^
|

且
つ
班
^
夫
で
.充
分
な
.の
.で
あ
る
。
：
：
：
夫
は
軍
に
，社
會
的
事
件
の
因 

果
阶
眼
職
を
矾
究
ぜ
ル
^
:す
务
に
過
ポ
レ
で
3
觅
砍
糠
_
及
び
类
が
物
質
ゥ
の
關
係
の
本
質
^
對
龙
^,
間
0
^
-
-
唯 

物
論
の
此
0
主
要
問
題
_

记
.就

^
て
_
全
夂
鏃
關
係
で
あ
を
，旮
。
ぼ
>
,
_恰
來
ル
呶
-5
;
科
學
が
自
己
0
領
«;
紀
於
で

 ゝ

.然
夺
の
を
同
じ
で
あ
る
。』

®X
:

匕
。パ
^
 

) 

.-;
:
::v
:

s
;:
;:

.
:
:
'

v\
.
•以
上
に
，於
て
ノ
力
ン
ト
の
.方
：法
^
允\

ネ
ズ
み
方
法
6
は
.全
作
舞
の
®

質
を
異
1

:
を
課
題
皎
向
ば
6:
れ
拎
方
法 

で
あ
 々

>
.
,
從

9
，
當
然
夫
等
方
法
の
'性
質
が
異
な
&;
ざ
.る
^
得
狹
乙
》
を
：明
.か
拉
^
れ
。
っ：も
ジ
で
我
务
が
兩
者
0 .
內 

孰
れ
の
*
法
5:
;
-採
甩
す
.
.る
か
5:
'
決
定
す
る
に
當
ネ
^
ば
ァ
先
#:
自
_

の
研
究
^
課 

據
し
术
方
法
上
-の
選
槔
を
行
は
咎
け
れ
砍
な
ら
^
众
:̂
1
 一
•

■■
;
.然』

ば
我
.ダ
0
硏
究
.課
題
は
.何
で
觀
る
が
。.々
燊
働
法
で
あ
る
^
'
.
#
働
法
は
法
®

^

#

51
R
法

锇
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學
_

«

#科
學
の
4
部
_
で
あ
在
0̂
然
§
ば
.何
故
：に
.勞
儆
法
從
'0
^

»
#'
擧

味
1(
1
'會
科
學
#
,
;部
門
に
屬
^

み
办
が
ハ
 

塞3

我
：4
比
：

『

人
_

於
外
界
办
虜
象
妃
觀
察
1,
'
、
ヌ
說
明
：し

、

記

述

：し

：、

從

.つ
て
夫
を
‘事
實
‘
間
ば
認
：識
-1
>
得
る
が
、
影 

響
^
及
ぽ
^
得
«

5
關
係
が
取
极
ば
れ
6:
や
^

^
凡
#
，る
‘科
學
領
域
^

_
银
科
學
だ
數
^

^
れ
：、
、入

 ̂

働
袅
掛
け
を
所
の
戕
藤
及
ぴ
瑰
象
.の
确
究
が
：取
扱
は
.れ
、'
然
衣
限
ぅ
技
術
化
於
げ
る
が
如
ぐ
單
た
自
然
*;
0:
'利
用
が 

取
被
は
れ
♦

“
!:
>
•寧
ろ
'共
同
動
作
の
：

f

定
目
的
紀
向
け
^
れ
^
行
爲
が
&
'な
を
人
間
；の
St
#:
的
共
同
.動
作
が
敗
撤 

は
れ
ふ
や
5^
な
凡
ゅ
る
科
學
領
域
を
社
會
科
學
に
數
へ
入
れ
や
ぅ
ビ
脱
ふ
。』

0

0
約
言
す
れ
ば
、
社
會
科
學
ど
は
人 

卿
が
：

T

定
！

E

的
の
爲
處
熊
動
的
於
作
6
批
す
人
陳
臟
係
忆
於
で
現
は
れ
る
現
象
5:
-取
极
4
を
の
で
あ
6 :
'

3然
る
把
勞 

働
海
傲
ダ
.で
傲
律
學
は
人
間
關
係
把
能
動
的
^

^.
定
：ゆ
狹
序
ゼ
典
：へ
ん
^

D
で
靡
ず
を
現
象
を
敗
扱
上
も
の
：で

 ̂

ぢ

：
從
ゥ
て
當
然
舭
會
科
學
の
.！
部
門
に
屬
す
可
ざ
で
あ
る
。
.,
0
,;'
.
,,

”

)

:ぃ
r

次
.て
、'筆
者
は
總
：て
社
會
科
學
ば
實
踐
に
對
し
て
理
論
的
基
礎
^
與
ふ
可
^
货
あ
る
ビ
云
ふ
要
請̂

出
發
す
る
;:
?
:
.

然
る
に
實
踐
は
唯 

<
 

現
實
即
ち
經
驗
的
事

«

の
；上̂

办
•

み
*

®

^

れ

：を

？
夫

故

S

社
#
科
學
は
現
實
即
ぢ
經
驗
的
事
實

の
把
握
を
.ゆ
み
其
の
課
聽
ど
す
可&
で
お
か
。
斯
を
社
會
秤
學
办
課
題̂
準
據
じ
て
、.

ン̂
：.ト
の
方
法
$
,
>
ダ
グ
我

&
方
法
ど
0'
間
に
選
擇
を
行
ふ
時
は
、
當
_
法
«.
'
學
從
0.
.
,で
勞
儆
法
の
方
法
厭
曝V

じ
て
力X

ト
の
批
判
的
方
法
^

採
用
し
得
ず
し
て
、唯
-
マ
^
ク
ス
ゆ
方
法
の
：み
が
可
能
で
あ
を
o
{

ビ
J

の
は
、
_

述
ベ
た
如
<"
及

ン
>:
の

方

法

は『

普
遍
的
な
、
超
歴
史
的
な
規
範
ビ
し
て
：の
公
理
办
妥
當
5:
-膨
叫
*:
ん
が
爲
に
.

』

用
ひ
ら
れ〗

た
方
法
で
あ
^

^

0
^

で
.何

等

現

實

の

，
經

驗

的

事

實

を

說

明

す

^
適
せ
ボ
じ
て
-
翁
為
特
殊
な
-
歷
&
的
な
事
實
^
し
て
の
社
會
現
象
の
生 

起
を
翁
明
'せ
ボ
が
爲
£

用

61
'
.れ̂
た
：
マ
y

グ
ス
み
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#
ゅ
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,於
«:
:
會
耗
擧
?>
:
方
法
敗
理
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3
'1
;
探
用
3
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.可
ざ
窖

で
：あ
る
か
ら
で
あ
る
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;
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へ'.

,
/然
る
.
'に
も
.拘
ら
ず
、
猶
ほ
方

，

V

ト
0
方
法
を
社
會
科
學
從
つ
て
法
律
學
^
滴
用
じ
|2
な
^
ぱ

如

何

な

各

結

果

^
'
な 

る
か
。公

>
:;
.然
る
時
は
法
律
は
‘經
驗
的
事
實
即
ち
存
在
^
し
て
取
扱
は
れ
ず
し
で
、
斯
く
あ
.る
可
ぎ
ゐ
贫
即
ち
規
範

<

し
て
取
极
：は
れ
る
か
、：吳
至
は
：具
體
的
な
事
實
？

3

で
士
は
：

.

な
く
、ハ
柚
象
的
な
純
形
式̂

し
て
取
极
は
れ
る
^
至

る
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ふ

，
：

:.
-

'

 

'

.

'

.

.

.

，

 

，
. 

*

-
"
"
s
o
. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

-

'

-

，

.

.

.

.

ノ

ン

 

'
. 

V
. 

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

•
. 

• 

'
 

.

.

.

.

.

 V--

』

.，

-

-
.
-
t

 

. , 

;
 

-
+
>
- 

>

,

•■
.

. 

. 

V 

.
.
.

.ぃ
例
.へ
ぼ
、“批
'判
的
方
藤5 :

法
律
學̂

撤
底
的
に
適
用
せ
ん̂

し
^
相
レ
¥

,
ゲ
«
ギ

黑

3̂

^

^

^

ヵ
ジ
.ト
が
單
な
る
« 0
實

'̂
:[
>
て
0
,公
理
^
.妥
當
性
の
'外
^
規

範

迄

じ

て

校

公

理

ー

9,
妥
#
性

釔

求

欢:'
:
'且
#

後
者
の
妥 

當
性
0
み
が
絕
對
的
權
能
を
有
す
.岑
な
し
た
如
く
、；
簞
&
蚤

事

實

？

し

て

；
の
：
法

# '
:

办
^

に 

め
”
且
つ
規
範
ミ
し
て
の
法
律
呔
事
實
ど
し
ャ
の
法
律
過
程
冷
如
傅
技
拘
&
ず
客
觀
的
妥
當
性
を
保
持
^
;'
;
"

對
し
て
：他
_
的
に
命
令
す
.；る
.も

：：の

セ

あ

石

ど

^

む

：
た

。
じ
：而

^

ヰ

し

て
^

法
律
を
&

扱
ふ
の
は
法
律
社
畲
學
で 

あ

免
，
之

^

反

し

そ

親

範

ヒ

し

そ

0

法

律

を

：取*
ふ

律
學
の
.課
題
を
斯
ぐ
.め
如
く
決
定
ず
る
之̂

技
據
つ
T:
'
v

」

.崔
律
學
ほ
.最

皁

馨

科

學

。1

域
を
去
.
9 

に
飛
翔
す
る
&:
至
る
：
5
石
ふ
0
は
法
律
學
は
最
華
何
箏 

驗

料

學

せ

：
し

ぜ

：
の
'

1

料

學

：た

る

：
こ

^
を

廢

止

ず

岑

^

_

る

が

:̂
で

あ

る

逆
 

對
>
て̂
：理
論
的
棊
礎
を
與
べ
得
ず
し
て
、
章̂

煩
_
哲
寧
者
流
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虛

：
な
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婦

吻

產
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耽

を
^;
過

ぎ

：
な
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四

卷(1
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五
八
八)

勞
働
歡
の
本
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翁

ぶ

<
§

.力

.

y
が
規
範
ぎ
じ
v

o
公
理
0
雾

性

の

基

礎

を

主

觀

：の

先

験

的

麻

^
^

么

般
.の
_

式
.

£

'
て
覓
出
し
て
居
る
。
即
S

^
ト
の
方
法
化
倣
つ
て
«
會
現
象
|
般
^
形
式
ビ
內
容
に
分
析
し
、
 

t

外
的
規
制
.

iCdie
舊

s
e
r
e. 

R

f
 

I〕

ご
匕
て
办
叛
擻
ば
翁
の
餘
式
ど
ァ
—

鏈
务
に
其
の
內
容
を
笫
出
じ
钱
更 

杉
彼
は
形
式
は
先
驗
的
範
疇
で
あ
‘

.

，
I
篇

驗

絝

依

.芸

.の
み
#

^

■

，
つ

七

#
在
f

も
め
f

が
故
.に
:-
夫

自

體

獨

I

t

l

衾

す

る

が

.故

ち

，
形
式
か
.
i

ぐ

瘛

隹

ら

れ

義

ぞ

眷

ギ

特
徵
を
法
律
#

5經
濟
學
'の
：研

究

方

法

K

適
用
I

、，
次
.の
如
も
結
論
じ
猶『

獨
立
.

I
科

學

的

袋

>の
力
形
武
0

^
般
的
特
徵
で
あ
る
。
さ
れ
ぼ
物
理
學
は
：科
學
W
IX
V
唯

«
數

學

的

形

式

忆

於

て

の

み

可

能

な

る

^

、

數

學

.ば.幼
砍
獨
立
し
て
硏
究
3
れ
樽
：る
の
で
あ
.
.つ
’で
、，
*

ぞ
同
じs

>

«
會

經

濟

は

法

律

を
^
然w

 r:;

澈

は

.暗

默_の
內

S

括

背

想

：
蓮

取

极

は

れ

得

5

が
、
1

管

法

■

■
立
.：の
科
學
盼
硏
究
が
：
|

托

得

を

ぎ

歲
S

 

は
言
葉
：慕

？

：暮

律

學

の

課®

S

.て
；霉

：5

磊

S

.の
課

門
的
法
律
學
の
仕
事
.で

童

.ぷ

：律
學
.は
.歷
史
上
挞
，現

は

れ

ね

墓

麓

制

を

：»

の
^ 0
^ 0
^

^

_
セ
觀
察
し
^
^
^
^

夫
等
を
確
固
た
る
槪
念k
於
て
捉
へ
、
且
つ
熟
知
せ
ん
ど
す
る
の
で
あ
つ
て
、
斯
る
槪
念
は
人
間
相
互
の

I

定
の
® 

制
せ
ら
れ
た
關
係
を
表
象
す
る
爲
の
猶
へ|
的
取
扱
方
を
常
^
意
.味
す
る
.。|
?〕

'
.
、
然

し

、
.
斯

ベ
の
如
く
法
律
學
を

も
：の
な
令
ど
规
定
す.る
^

ど
^

據

1
見
ヶ
^

ゼ
，シ
：.の
場
合
.ミ

ば

異

：
つ

セ

事

實

ど

，
し

て

の

.法

律

^

取

敗

ふ

も

の

で
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あ
i

ダ
從
り
て
法
律
學
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社
會
科
學
の
-:部
門
た
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.の
觀
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^

i

i

i

^

g

i

i

i

i

l

B

l

i

l

l

l

i

i

i

l

l

B

l

l

i

l

i

l

l

i

l

l

l

l

l

l

l

s

l

i

i

l

i

l

i

l

^

『

形
式
的
存
在』

?,
し
で
：0
み

取

扱

：ふ

が

爲

に

：

.、
依
然
<
し
て
：法
律
學
は
經
驗
的
事
實
を
取
#
ふ
社
<

^
學
れ
6
得
な 

%

。
€
云
人
.の
ば
>
.
.
,
事
實
-
し
て
0
.法
雜
ば『

形
式
§
#

^』

ゼ
し
て
«
念
に
：夫
自
|
|?:
.觀
察
し
1
:ず
し
て
、常
に
5
*
_
 

濟

的

制

約

』

の
、
下

妃

於

；

..て

梦

: ^
觀

蔡
;^
得

-'
.
&
夕̂
か
^
汶
あ
石
'0
.蓋
.も
、
廣
實
乂
-1
,
冗
め
法
'律
は
^
グ
^

^
ネ

：の
沄 

ふ
如
く
飞
辛
棒
靡
翁
紙
め
^

^
沛
刷
3
れ
.だ
：法
規
;*
;4
の
-
即
：:?
>『

規
餹
的
構
成』

^
饮
！

斯
名
：規
範
猶
構
成
が
事 

實
上
人
間
關
係
を
難
す
る
瘍
合
忙
營
む
機
能
：̂
即
ち『

！̂

的
機
.
§
其
龙
の
で
あ
る
;̂
所
：で
#

實
歡
^
:て
9
法
律
ぃ
即 

ち
法
規
の『

社
會
_
機
能〗』

f

妃
^

^

係
较
據
0

^
制
約
さ
れ
、て
唐
る
>

直
篇
ふ
0
ば

、
，
'
確

か

に

經

麗

係

は

同
 

時

に

常

にr
®'
0'
瘗

規
1

ぶ

が

、«
濟

關

银

ば

緻#
變

數

心

じ¥
资

记
# 0
屬
#
數

だ

る

法

規

ゆ

社

會
^;
撖

勝

を

制
 

約
す
る
か
ら
で
あ
1

_

似
讓
^:
-
<:
:

%

1

^

:

.

-:
«
吹
_
嫌
_
修
柯
;*
，
ダ
^

_

1ぼ
之
^

が
存
し
、

r

宠
咏
社
會
勝

:.
«

*

免̂

仏
が
、
，假
冷
べ
灌
翼
も
の
が
爾

1

に
溜

1

^

て
: ®
; ^

^

k

至

^
:
.
終

狀

_
:&
祛
難
事
實
生
營
む
社
會
的
機
能
ど
が
奢
し
く
相
違
し
、

'
此

め

.
矛

盾

：が

人

々

.
に

據

つ

：
て 

晴
腾
R

A
識
*

:■
&
る「

*-
'
>
.
忆
至
革
つ
^

、
：
其
處
は
新
た
衣
る
法
規
が
制
定
さ
れ
る
。
.以
卞
同
：1
:過
.程
が
綠
返
へ
3
れ 

K

あ

る

。
：：：
：
例

：へ
^

、
'私
有
權
^
關
す
着
法
規
其
^

の
：
は

本

質

，上

»

純
な
る
商
届
生
逢
||
:
會
^
觀 

_

^
於
冗
も
同
4
攻
名
'爻
ァ
夫
が
事
實
上
營
む
社
會
的
機
能
：ば
全:<
:
異
欢
膏
"：；1

.#
-
'
:代
あ
^

て
：.«
勞

慟

す

る
 

身麓手櫸の所有

*
確
保
し
デ
後
者
化
あ0
'て
は
勞
働
ー
者
自
身
の.会
§

^

^
榨
取
^
る
^

4
機
能
铉
造
變
你 

p
$
0
A
y
^
事
實
名
心
ズ
の
..法

律

を
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。
之
^
反
し
て
へ
第
一
六
ニ
條
の
所
謂
國
際
勞
働
法
の
問
題
に 

於
て
は
勞
働
法
な
る
麻
語
は
避
け
ら
れ.て
居
つ
て
、
明
か
^
勞
働
者
法
の
時
代
^
倣
つ
て
次
の
如
く
規
定
し
て
居
る
。 

r

帝
國
は
勞
働
者
の
法
律
關
係k

M
す
る
■
際
的
規
定
を
代
表
す
。

』

气
最
後
并
第
九
號
第
七
條
の

『
帝
國
は
.勞
働
法
、 

勞
働
者
使
用
人
の
保
險
及
び
保
護
竝
に
職
業
紹
介
に
關
す
る
立
法
を
有
す

』

ビ
の
權
限
規
定
は
確
か
に
洱
び
勞
働
法 

な
る
用
語
を
用
a
て
は
居
る
•か
、
此
の
場
合
條
文
中.の『

勞
働
法』

な
る
言
葉
の
：後
に『

#

k』

乃
，至f

含
め
て』
な
る
言 

葉
を
柿
入
し
で
解
釋
す
可
ぐ
、
從
づ
そ

『

勞
働
法』

な
る
言
葉
の
後
の
文
章
は

『

勞
働
法』

.な

.る

言

葉

を

說

明

す

る

も

の
 

ど
解
す
可
&
で
^
る
士
し
、
此
：の
揚
合

『

勢
働
法』

を
大
槪
念
^
解
す
る
者
ぁ
れ
ざ
、公

 > 

之
^
反
し
て『

勞
働
法』

ビ 

社
會
保
險
、
被
傭
象
保
議
及
び
職«
紹
介
ど
が
對
立
さ
れ
て
鹿
る

v

解
す
が
者
9)

'
k扼
ベ
ば
、
此
の
場
合『

勞
働 

法
|

ん
|

霞
約
法
の
範
圆
に
限
ら
れ
て
居
る。
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丁
度
獨
.乙
^
於
て
此
の
；法
域
^
對
し
勞
働
法
、
勞
働
者
法
乃
至»
會
法
等
.種

：
々

な

る

名

稱

の

用

ひ

ら

れ

，
て

居

る

如
 

く
、
他
國
に
於
て
ネ
等
し
く
此
の
用
語
は
至0

;

て
不
：確
定
.

.

で

ぁ

る

。

例

へ

，
ば

バ

英

國

竝
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.

自
治
領
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於
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ド
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a
b
o
u
r
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l
aw 

ど
呼
ば
れ
、
合
衆
國
に
於
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a
b
o
u
r
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l
a
w
s
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呼
ば
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佛
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於
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l
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皆oit
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v
d
e
r

ぞ
呼
ぼ
れr

伊
太
利
^
於
^
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せ
呼
ば
れ
フ
填
太
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於
て
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、 

sozialpoHtisdle 

Gesetz
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e
b
u
n
g
,
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aqe
b
u
n
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て
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>
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e
i
t
s
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r
e
c
F
r
l
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'
g
g
a
t
i
o
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so 
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:
^
呼

ぱ

れ

；
、
.
瑞

典

^

於

^

ば
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第
.
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質
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九
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第
ニ
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卷

0
ブ
五
九
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勞
确
法
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本
鍵
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第
十
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七
っ
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本
和
會
議
に
於
け
る
國
際
聯
跟
の
勞
.働
^
對
す
&
:條
例
^
就

：
い
；
：て

宏

っ

.て
；
も" 

'
佛

爾

西

芨

び

：英

國

：
の

條

文

.に

は

勞

働
 

法

な

る

用

語

：の

代

、

&
化『

社
會
政
策
的
立
法
せ
云
，ふ
意
；味
め1

言
葉
が
用
a
ら
れ
ボ
居
.る
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:
我
國
&
於
.セ
も
旣
^
述
べ
相
如
さ
.外

國

ビ

：其̂
事

情
_を

同

じ

；く

：
し
.て
、
勞
働
法
.な
る
用
語
は
極
く
最
近
^
使
用
3 

.

れ
出
さ
れ
ts
R
適
ず
t
て 

> 
其
：の
用
歸
の
發
達
も
略
-
同
一
經
.過
.を
迪
っ
，て
居
.る

は

、勞
働
法
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關
す
る
著
誊
の. 
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叙
述
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す
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叩
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01
場
法
せ
务
働
者
保§:(

_
治
：四1
年
兄
3

敬

故

も

勞

働

者

問

越

呙ff
、v
明
治
.四i

$

關
一 

_

勞
働
费
保
魏
法
論

』
C

明
袷
四
！

一

年)

、
豐
晾.乂
觅
著『

II
:
場
法
要
：
S

C
IJ
I
治
四
M

s
岡
實
著2

場
法
瞎
：
.

• 

r 

5 

斯
べ
世
界
大
戰
俞
：，

.の
、
戰
魯
た
，

『

勞
働
被

』

.な:>
衷
姐
を
：見
出
，す

4
ミ
は-困
雛
：
に
：し
，
巧

 

は
大
敏
.以
後

,
■
最
近
數
咕
來
の
こ

W
K:
®
し

、

又

大

學

：
の
，講

旅

W

し
.て
.設

け
6
れ

，た

の

も

、
> 大
II
-
:十
年
取
大
に
於
て
其

'の
喘
を
發
す
る
の
み
で

.あ
る
。

,

.

V
- 

V
-
.
' 

V
,
- 

.

'

:

. .
.
'

十
,

-

'

な
.

. .
:'へ 
' 

.
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V
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'
.

に.'
,
■

..

三
■

.前
節
i

汐
し
：̂
.吾
汄
は
弟
づ
第
ヤ
に
ク
勞
働
法
な
る
用
語
は
令
日
.^

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

從
つ
：：rc
從

來

論

法

學
.：

の
な
：せ
る
如
^

對
R
木

可

能

衣

る

：
乙

名

を

.知

：る*

共
.に
.
、
：

勞
働
者
法 
>
燊
働
者
使
用
人
法
、#

猶
法
ベ
0
:推
移
は
«
世
無
產
者
階
級
が
最
初
は
3:
場
勞
働
者
層
^
レ 

次
い
_

全
3:
業
勞
働
者
層
^
:
:更
^
全
：產
業
勞
働
者
層
〃
$
7
_終

0
は
主
も
し
本
筋
：肉
勞
働 

る
所
謂
勞
働
者
：
 

層
以
外
忾
'
:
:
_在
し
:4
:
精
神
勞
働
に
從
事
ず
：る
_
用
人
層
に
迄
*
大
L
、」

夫
■等
總
て
の
階
級
層
を
無
産
者
階
級
の
陣 

,營
：に
.：迄
瞵
«
し
？
1

褡
せ
し
”め
か
經
濟
的
發
展
過
，程
；を
反
映
す
義
も
幻
で
あ
ダ
、
挺

第
：ニ
十
.四
.卷
.

c
1

艽
汍
九)

勞

働

法

，
の
.
本

質
 

第

卞

钺
 七
プ
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儒
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-
咨
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第

十

度

.

.
匕
，

I 

-.
«

菸

變

轉

る

，
經
0 «
:»
*

礎

^
:;
6
;
說

補:^
0

可

露

&
:
0
^

•

亨
央
澈
栽
^
は

勞

働

费

她

念

を

明

確

妓

規

定

藤

隹

鉍

其

办

槪

念

ー

の

_

成
寒
^

§
;
本

要

明

炉

1

^

め
^

鉍
先
#

0
、；§

巣

^
勞

働

：法̂
塵
.史
的
.成
立
隊
件
を
.採
明
垃
«
け
れ
ば
衣 

^

べ
.勞
働
法
0
靡
史
的
娣
立
條
.件
^
探

明

す

る

蓄

蒙

；
で

も

.：:-
其
^

用

語

筆

以0

.
鏺
^
れ
_
證

0
成

：立

條

件

が

問

題

絮

の

.

は̂
'な

か
o
參

奪

ぶ

；
の̂
、
、
：旣̂
:述

べ
.た

鉍

く

ぃ

，
我

々

'
の 

對

象

せ

す

る.所

の

；
勞

働

法
«

、
. 

#« 0
ヒ

し

奪

の.勞
働
法
«
あ
|

事
實
止
勞
働
法
的
な
'；|

« 0
•
•
•
を
營
ひ
法
規
で 

あ
る
か
ら
：で
あ
る
。
:
ャ
；
.

-
,

然
ら
ぱ

w

 f

 

■

し
て
の
；5

法
0

:

歷
着
廊
立

_

件
.

は
何
か

0

.-
勿
論
雎
い『

勞
«

1

.般

泰

存

す

る

だ

け

で

は

足
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办
な

s

 

'

若

し

勞

翁

：
法

^

唯
- ;
«『

!

働

一

般

，货

關

^

る
法

#

あ
';
5

ヒ
.
.

考

べ

名

な

：ら

ば

.

、右
..

の
條
件
だ
け
で
足
ら

#

る
も
，
斯
く
す
る
時
は.我
.々

：は
.丁
度
ズ
>
,
ジ
：
.产
ヮ
學
者
の.崇
高
な
.汎
神
論
ビ
同
じ
滑.稽
な
結
論̂

達
す
る
。
資
本
の 

技
術
的
槪
念(

生
産
手
段)

e

社
會
科
學
的
槪
：念

(

市
民
的
生
庵
關
係

)

笑
?:
:
混
同
し
、
：
資
本
即
ち
生
產
手
段
で
あ
り
、 

從
つ
て
資
本
及
淡
資
本
主
義
1|
會

の

遍

在
(£
:
永
續
ビ? :

;

.說
く̂

:

同
じ
0

、
11
:
會
の
存
立
ば
常^

生
產
5:
、
迨

つ
て
何 

等
か
の
形
&

勞
働
匕
必
要
し
、

一

 

'か
社
會
生
活k
ば
常
ド
何
等
か
の
形̂:
於
て
法
%

か
存
す
る
が
故
に
、
其
の
結
果

I

s

f
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.
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又
所
謂『

從
屬
询
努
働』 (

a
b
h
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g
i
g
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A
r
b
e
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v

> 

.が
存
す
る.VJ
し
て
も
、
猶
ほ
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

ど
云
ふ
り 

は『

從

屬

的

勞

働

』

，
ど

は

『

勞

修.1.

般』

の

屬

*

を

說

明

し

た

ぞ

過

ず

し

て

へ

。
兩

で
あ
.

る
：。：： .：

何
敌
.か
：̂I

K
H
k
:、

マ\

ク
：

ス
：：

の

云
ふ
如
ぐ
勞
働
は
常

；̂
他
人
ビ
の
關
係
に
於
セ
營
尊
ま
れ
る
社
會
的
勞 

働
^

ぁ
せ
、：.；
次
社
龠
的
勞
働
铽
常
^
直
接
社
: #
围
體
か
^
至
；は
特
定
：の
個
^
か
纪
從
屬
せ
ざ
る
を
得
次
^
か
ら
で
あ 

'る
。
'
.元
來
社
會
'の
#

立
：、
#
展
の
某
礎
，

V

し
て
社
會
的
搏
生
產
を
必
：要

せ

^

、

',
此
の
.再
生
：產
過
程
を
圓
滑
化
'進
轉
さ 

せ
ん
.が
.爲
鉍
;-
'
1:
#
ば
其
：の
構
成
買
た
る
各
個
人
^
夫
：々
適
當
な
勞
働
|:
;袈
求
す
る
：の
：.で
：あ
.る
：が
、
，若
し
統
制
經
濟 

.の
揚
合
，に
は
明
か
^

社
會
が：

直
接
其
の
構
成
員
舜
特
定
め
勞
働
を
命
ず
る
か
ら
、
各
人
の
勞
働
：は
社
會
R
從
員
す

る 

老

^
が
：意
_
さ
れ
名
が
、
.：無
統
：制
經
濟
の
場
合
代
は
、，
表
：面
土
特
定
，の
個
，人
：の
命
令
下
把
特
定
：の
姻
人
が
從
屬
す
る 

か
'の
如
.
&親
象
形
顧
を
.呈

す

る

も

、
：
：
：兎

^
角
常
^
勞
働
は
«

會
的
再
生
產
'
:の
維
持
：の
爲
^
ノ
社
會
べ
の
從
1

5:
帶

斯
ぐ『

勞
猶
へ1

般』

^
至『

：從
屬
购
勞
働
1
が
存
す
る
だ
.け

で

肽『

勞

慟

法』

：
は

成

：立

し

得

な

：い

が

ひ

：
然

じ

勿

論

，

『

勞

働
 

K
關

す

冬

法

慑

：

ff
i

-R
.あ

っ

、
：在

：

.

づ
原
始
典
産
體
R
.就

S

序
が存

：.

^
、
脅
長
或
.は
長
考
が
*
の
秩
序
を
維
持
[>
:、
：1
:之
^
'反
す
る
者
^
對
.し
て
は
刑
罰
が
課
3
れ
た
の
で
あ
 ̂

o 

而
^
て
_
然
^
對
す
る
抵
抗
カ
:0
.芝
も
办
ゃ
龙
彼
等
に
蚀
ぼ
奇
日
の
久
泠
％
想
像
す
る
以
上
^
嚴
格
な
規
定
の
下
に 

.共
同
銨
働
を’0

:

從0

 

.亦.園
觸
ft
對
す
るr

從
屬
的
勞
働
y
を
提
供
.も
衣
け
れ
.，ば

衣
-6
な
か
'っ
农
ち
ぅ
.
。.:
-
-
'

.
.
:
.

.

>
”古
狀
竦^

:

希
臃
ハ
^

馬
め
激
隸
經
辦
の
時
代
妃
於
文
は̂
勞
働
狀
關
す
义
法
^
は
物
權
法
芩
し
セ
現̂

_

の
揚
合『

勞
«
替

載

な

か

や

た
M
云
ユ
の
妝
勞
«

;^
殆
%

^

:̂<
数
«

^
據

0
:て
.提
供
さ
れ
^
か
ら
ヤ
あ
る
V 

翁 

>
,治
我
人
は
：2
2由
人
が
|

^
の
爲
妃
勞
働
本
提
;«
ず
石
な
す
は
ま
品
ま
乙
ど
、
考

.へ
て
居
っ
た
。
夫
故
自
由
-

<

の 

賃
龈
勞
働
者
壯
殆
洗r
叙
隸
ミ
同
„
—淤
看
做
泠
れ
ズ
居
^

1

,

第VI

十
四
卷
ハ
1
六
〇
：1)

勞
働
法
9
'本
質 

第
十
號 

七ーーー
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C
H

C
Q

S

勞

働

法

の

本

質

.

0
,
,
k 

J

H
:奴
隸
f

箇
於
物
k
過
ず
し
$

版
■
,
贈
與
、
質
貸
借
さ
れ
た
''
0
奴
隸
.
2勞
慟
汰
就
い
て
契
約
を
結
ぶ
.場
合
に 

は
、
奴

隸

^

*
は
农
メ
、/;
奴
齋
の
'所

有

者

ど

結

ぶ

の

：
で

あ

る

，
。
：
牛

馬

の

如

く

勞

役

^
服

す

る»
物

が

物

の

.
賃

貸

借

に
 

據

リ

尤̂

偾

的
^
弓

渡
^
' ^
^

'^
疴

樣
^
、

奴
*
^
.亦『

. #
務
'の

賃

貸

借

』
(
o
c
a
t

o*c
o
n
d
u
&

 

o
p
e
r
a
r
i
)

k
據

つ 

て

有

償

的

穴

ぶ
.値

さ
取

た
.
.
。
'
;
' 

賃

鈒

勞

働

を

提

供

す
'
.る

自

由̂

は

':
0
已

の

：勞

働

ヵ

の

賃

貸

人

k
,看
做
3
れ
、
其
の
勞
働 

力
：

(

1

|

)

，俅
賃
資
物
ゼ
淆
做
は
れ
た

::
;
:
:
0

自

由

人

代

相

應

お

い

へ

勞

働

は

無

償

で

提

供

5

れ

、

.

#

^

自
由
市
民
は
精
神 

勞
慟
を
無
償
で
提
供
し
た
々
；被
は
自
己
の
精
神
勞
働
を
同
市
民
及
び
國
家
に
無
償
で
與
^
た
の
で
あ
る
。
夫
は
电
3 

由
勞
働
力
.

cop.era

':<T»iliib.eral.es)
i(:

對
立
^

^

由
行
爲
貧
5liberal

®;
で
あ
つ
た
。
斯
く 

t
治
療
、
敎
#
其
他
の 

所

謂

高

級

勞

働

は

無

償

，
で

行

は

れ

.っ：
紀
ー
：

$
1

一
：
世

紀R
於
.

K

も
.猶
ほ
法
律
學
：、バ
哲
學
の
先
生
達
扛
は
報
酬
請
求
權
は
認 

め
&
れ

.«
が
：つ
允

.

.

^

級

勞

働

無

償

.0
原
.爾
が
破
れ
^
時
で
^
、
#f
;::
-
5勞
働
^
對

し

て

は

賃

貸

借

法

は

適

用

^

^

ず 

し
て
、
.寧
ろ
報
酬
契
約
5:
#

ふ
委
任
の
.引
受
け
^
看
做
^
れ
た
。

,
中
世
、：.
#に
'|
3
乙
^
於
セ
は
*7
=
0勞
働
^
.關
ず
名
：.法』

は
；多
分
の
# 0
如

.«
0
«1
0

6
の
：下
代
現
は
れ
，た
0
、
背
か
ら
勞
傭
こ

、

關
す
•る

獨

乙

法

の

：
解

釋

は

羅

满

法

0
夫

：
ミ

は

」

全

然

異

つ

て

，居

；
つ

.だ

9
麻

乙

法

で

，
は

 

ミ

考

へ

ふ

れ

，
な

.
か
0
;た
。麻

乙

餘

の

«

»
契
約
ほ
其
の
起
原
が
«
權
法
で
，は
.な
べ
、中
.寧
ろ
身
分
法
^
あ
る
，の
で
あ

の

根

元

,^
»
れ
ば
所
_
忠
誡
契
約
^

:̂
&

?>
-|
く
€
|§
:
}で
；あ
る9

;;'°

是
ほ
«
元
八
、
'%
世
紀
の

頃

ょ

冬
獨
乙
技
於
て

主
.君(

G
d
b
l
g
s
h
e
r
r
f

家

來

洛

e
f
o-f
m

l〕

式
の
询
け
結
ぼ
れ
衣
勞
働
契
約
の
；|

種
で
あ
つ
，
て
：、
‘
：

家
.：：

來
i
主

君

こ

、

從

順

？
勤

勞f

 h
o

r
s

l

喂

D

I

O

;

の
義
務
を
；、
主
.翁

u
'

 

V
e

ュ
泣
§
^

の
義
務
そ
負
ふ
.た
の
で
あ
^

‘

誠
契
約
ば
勞
顧
葜
約
女
あ
る
:(
?

)

民

树
^̂

.で
は
なt

、
，
寧

ろ

身

分

法

的

な

も

の

で

あ

づ
/2
が

ビ

云

ふR

、
，主
：君'

の
；誠
實
ミ
家
：來0
忠
_

誠
匕
の
：：人
的
連
鐵
を
以
て 

骨

子

ビ
L >

、：

且

つ

家

來

は

多

く

主

君

の
-

族
の
：中

に

收

容^

れ

て̂

ハ.

：の'

:—
*

:

員
せ
し
て
、遇
さ
れ
て
'
'ゐ
た
が
，故
で
あ
：る
"

:

中
世
紀
の
經
過
す
る
:̂
共
に
、
忠
誠
契
約
は
消
滅
し
て
、
之
に
代
つ
そ
物
權
法
的
な
封
建
契
約h

L
e
h
n
s
v
e
r
t
m
g
)

 

竝
に
偾
權
法
的
な
屜
傭
契
約
：

(

0
ド
|
<
丧
1
^〕

が
观
は
れ
.た
。
；然
：し
ー
雁
傭
主
：ビ
被
傭
者
ビ
の
間
ほ
身
分
的
關
係
を
設 

け
ん
ビ
す
る
在
來
の
根
本
思
想
は
、
.此
の
.
1
1
,
つ
.の
孰
れ
の
契
約
^
も

：現

は

れ

：て
«

る
。
'雇
傭
契
約
は
主
人
.?
1
召
使
ど 

を
忠
誠
の
姅
で
以
つ
て
結
附
け
る
.。
雇
傭
契
約
の
最
も
古
い
形
態
は
婢
僕
契
約(

0
良
&

?
民

3
的
>
で
あ
つ
.て
、
夫
は 

1

箇
の
.偾
權
契
約
で
、
：夫
々
當
事
者
のI:

方
は
勸
勞
を
、)

.他
方
は
賃
鈒
を
-.
#
可
き
債
權
5r
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
然 

し
召
使
は
虫
人
の
家
族
幽
體
內
に
收
容
さ
れ
、
：：其
結
果
身
分
推
的
^

又
始
ん
w

_
族
法
的
な
結
洽
が
.在
ず
る
。
主 

人
は
婢
僕
釔
對
し
て
命
令
權
を
有
し

、

多
.:;
<
の
場
合
體
罰
を
課
す
權
を
ネ
有
す
る
。
然

し

、
'
.
彼
は
又
婢
僕

^
對
し
て 

賃
銀
を
支
柳
ふ
の
外
、，
住
®
を
提
供
し
、
，扶

養
^

、
：疾
病
^

際
の
.費
用
を
負
谵
し
、へ
敎
育
を
與
：へ
、
笫
骂
者
^
對
し 

て
婢
僕
を
保
課
し
又
代
表
す
る
義
務
を
負
ふ
§
:
で
あ
々
。
婢
僕
は
家
族
の
權
カ
に
從
ひ
、：
主
人
妃
對
し
て
避
順
で
あ 

办
フ
彼
を
意
敬
オ
る
義
務
を
負
^

。
；
.
. 

： 

 ̂

:

.

.

ハ
'之
^
竝
ん
で
都
市
で
は
0:
業
勞
働
契
約(

叫
§
;̂
2
0-
^
.'>
1±>昏

'<
€

岛̂
5
:
:
が
發
達
^

之

は

ッ

シ

フ

ト

規

約

^

據
 

つ
て
詳
細
な
取
締
*
受
け
て
居
.つ
：れ
''
:0
此
の
：契
約
^
は
債
權
法
的
な
權
限
、ぶ
義
務
ズ
公
法
的
な
要
素
^
が
含
ま
れ
て
.

居
つ
て
;?
:前
者
の
要
素
は
.親
方
が
職
人
竝
^
徒
弟
ど
結
ぶ
契
約
«

癸

1
1名
-
:
| 

..Lehrvertrag〕

か
ら
生
じ
、：

後
者
の 

要
素
は
_
方
に
自
己
.の
：職

人

奴

に
.徒
弟
に
對
す
る
權
利
ビ
義
務
を
與
へ
，る
，。
職
人
が
常
紀
親
方
の
家
族
團
體
に
收
容 

3
れ
る
限
3
、
说
の
契
約
は
.婢
僕
契
約
の
發
展V

看
做
：3
れ
：る

-;
'
0然

し

親

方

：ゼ

職

人

；
ど

の

間

^
益
<家
族
的
關
係
が
措

笫1.1

十
四

卷

〔

1
六
〇
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働
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笫
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十

四
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四

)

勞

働

法
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本

質

第十號

滅
す
る
笼
典
^
翁
契
約
_
親
隹
法
的
特
徵
を
失
つ
拎
"
此
：の
.變
革
：は
旣
妃『

從
僕
賢
&

眞
K『
職
人
：

』

c

f
 

e
H
s

錄

名

名

稱

が

用

：ひ

^'
れ
.る
挞
至
り
允
^
ど
^
ら
^

て
：
明

か
 

• 

„ 

. 

'
1

,

世
紀
^
於
揉
掘
馬
法
が
承
繼
4
れ

る

运

共

爲

^
勞
«
に
關
す
，.る
法』

は
：私
法
的
性
質
5:
'
帶
び
彻
め
る
^

ゼ 

た
.、
然
衫
雇
傭
契
約
^
關
す
^
羅
馬
法
め
規
定
が
普
通
法
柃
な
ジ
だ
で
ば
參
へ
か
獨
乙
法
本
來
め
特
徵
は
本
質
上
可 

. 

等
失
は
れ
る
乙
^
が
な
か
や
た
フ
獨
乙
法
め
雇
傭
契
約
は
物
め
貧
貸
借
^
非
常
^

¥

傭
契
約
の
主
要
部
分
肽
或
は
#

別
法
^

屬
し
、

«
傭
關
係
の
身
分
法
的
侧
而
が
頗
る
强
調
さ
れ
、
更
に
勞
働
契
約
の

慕

法

的

_

禁

含

的

雙

含

装

後

益

遺

ら

癸

馨

タ

即

ち

罢

菇

芑

は

自

^

で
は
な
か
り
：た
。
領
主
は
自
己
の
必
要

^

勞
働
カ
を
«

傭
契
狗
で
は
な
く
ヴ
農
奴
か

^

徵

發
'1
,
た
の
^

ぁ
つ
て
、
'農

奴

は

翁

S

規
定
k
據

〃

其

の

望

■

勞

を

篇

金

け

益

.力

ら

ま

P
た
し
、
'
_

 ■

も

望

の

要

求

で

二

定

の

，
期

間

其

の

宮

庭

で

婢

僕

E

,
て
働
く
義
務
を
負
仏
た
の
で
ぁ
る
。
.獨
乙
の
固
有
法
は
最
も
强
く
親
族
法
的
唑

質
を
鄰
？

居
る
/所
め
婢
僕
奥
約
奴
存
續
し
た
。.普
魯
西
州
法
は
婢
僕
契
豹
を
親
族
法
の.內
に
數
べ
入
れ
^

へ
し
た 

の
で
あ
る
::
°
:
.
:.'
.
'

.-」 

:

- ニぐ
ツ
.
'
.い;.
.
:
:
'
-
-
-
-
-

- 

'

H

業
勞
働
契
約
も
亦
多
く
の
點
^
於
て
在
來
の
特
徵
を
維
持
し
て
居
つ
た
。
職
人
は
な
ほ
徒
弟
?<
同
じ
く
親
方
の 

家
^
住
ん
だ
。，：ッ
シ
：プ
ト
は
强
く
勞
働
關
係
化
干
涉
を
加
へ
た
。然
し
之
紀
加
ふ
^
化
益
<
爾

傭

主

，
の

權

利

竝

に

被

®
 

者
の
.義
務
^
關
す
る
官
憲
の
取
締
が
增
加
し
た
。：
賃
銀
、
勞
働
時
間
は
官
憲
、
.即
ち
都
市
、
，
國
家
^

據
つ
て
規
定3 

れ
た
。'
.職
人
S

く
職
人
<
しV

S

S

燈

I

s

徒
弟
の
期
間
を
S

す>0 

M

l
必
f

し

お

：。

徒

弟

の
 

,
1 

數
は
_
限
3
れ
、：
親
方
ば
な
る
の
は
益
"
囷
難
は
な
0
:た
'。
斯
か
''-
5
:ッ
シ
：.ス
ト
め
^

^
S
E
S
'.
'
-
-
l
^
^

't
kr
.
i
grr
u
.Jr
i
&
S
S
S
K
&
s

ン
フ
ト
以
外0
工
業
、.：
即
ち
マ
.
ニ

 

i

 

r
.
ク
が
キ.ァ
ー.W

.

之「

K

從
事
す
る
勞
働
者.

V

を
發
生
せ
じ
め
、之

が

近

ブ

ロ
 

”
レ；タ
リ
、ァ

0 .
'-

*

芽
を
*

成
す
^

の
で
あ

.る
,0(

4
0」

：

•

以
土
述
べ
た
所
ょ
ふ
1,
-
七
近
術
は
勿
論
の
こ
ど
で
&;
谷
が
、
.朦
始
時
伐
^
も
>「

古
代
に
も
、
.中
世
^
も

«=
0
勞
働
に 

關
す
る
法』

は
存
し
て
居
っ
た
し
、
又
恐
ら
く
將
來
^
於
て
も
社
會
生
活
の
維
持
^
苒
生
產
過
程
を
ノ
觅
纪
此
の
苒 

生
產
過
程
^
人
間
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彼
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西
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暴
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を
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翁
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：
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、
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實

質
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；
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由
即
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自

由
で

あ
^.
、
唯

、
<寶

本

家' の

み

が

之'
,を

所

有

ず

る

V
；
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斯
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形
式
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第
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.實
質
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自
由
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盾
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生
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名
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^
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.實
質
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’自
由
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次
&
^
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衆
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.識
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反
映
し
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て
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典
の
矛
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或
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和
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§
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营
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史

盤

件

は

次.：昼
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^
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滿
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總
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^
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。
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等
の
著
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は
：勿
論
勞
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從
屬
性』

な
る
性
質
を
附
與
す
る
こ

に̂
據
っ
て
、
近
代
の
勞
働
者
が
資
本
家
に
從
超
す
‘る
寧
實
を
叨 

瞭
な
ら
し

^：
ん
ふ
し
て
居
シ
0
然
し
單

.に『

從
廳
性』

云̂
ふ
槪
念
だ

で̂
は
此
の
迪
代
的
勞
俲
の
歷
史
的
特
徠
蚀
を
叽
瞭
1
ら
し
め
-得
な 

V
. 

. 

•

い
以
下
に
述
べ

:̂
；如
ぐ
，

#
働
は
常
に『

從
屬
性』

'̂
命
び

'る
'も

マ̂ 

唯
之

'此
.の
1 -
.
;膨
&
ゆ
歷)

史
.的
既
程

於̂
で
其
の
量
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び
質
が
異
な
る
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^
あ
っ
て
、
我

.々
に
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っ
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は
歷
.史
的
發
展
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へ
或
る
特
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っ
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瞭
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述
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；
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問
題
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；
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萵
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猶
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^
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.
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提

；ゼ

^

る
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文

勞

働

法

が

私

法
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る
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枝

は

、
夫

：

.は

公

^

保

議

を

考

：
へ

七

み

^

。
：'勞
働
者
保
議
は
勞
働
關
係̂

其
0
某
.礎
：を
«

出

ず

の

で

あ

：焉

；
此

.
办

®
 ̂

- 

然

b

勞

働

關

係

が

^

生

ず

：る

此

：の

私

法

的

刺

係

如

例

へ

：
ば

賃

銀

請

求
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公

法
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：：

へ

ば

賃

鈒

保

誰
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L
o
h
n
s
i
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o
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補
充
さ
れ
る
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勞
働
法
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公
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合
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取
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茨
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ゴ
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泰
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働

馨

分

法
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色

S

强

か
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く
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が
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響

め

ら

る

へ

が
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；
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■

馨

分

.
*ぶ
.拿

分

離

せ
し

む

る

こ

ど

は
f

さ

れ

な

か

.：
つ

た
，〗

？
宏
ぷ
の
ば
>
ぃ
佌
人
に
勞
働
處
分
耱
を
讓
渡
す
る
之
ビ
は
同
晓
.に

他

人

ぶ

(

例

^

親
方
.等
.

)

.

.

.
の
‘
族
». 

至
家
族
圓
體
內
に
收
容
さ
れ
る
，
Z

ど
で
あ之

」：：

從
つ
负
身
分
法
的
、‘
殊
に
親
族
法
的
關
係
が
生
じ
、
.;
-其

0
勞
働
入
格 

も
身
分
上
他
人
忆
從
屬
す
る
之
ミ
に
教
0
|2
か
ら
.で
あ
各
！
. 

. 

,

:

.
■

へ，
'ド

..

:
’勞
働
人
格
'̂

勞
働
處
分
權
.年

の

分

離

：は
«

'«
自
由
な
る
勞
働
者
，
：
即
ち
2
'方
样
岛
由
な
る
.：入

式

レ.て

、
、
，
，彼

れ
 

働
カ
を
彼
れ
の
商
品
を
し
^
支
配
す
る
ぜ
同
時
に
--
'
"
.
: 

1

方
玟
た
他
人
^
販
賣
す
^
含
何
等
の
商
品
を
克
所
有
せ
ず
、
 

徙
手
空
拳
-:
:
>彼

れ

の

，勞

働

カ

の

實

現

に

必

要

尊

芩

一

へ

切

.

S

物
が
?>
.
_由
：̂
な
^

1:
ゐ
る
1
' 所
の
勞
働
者
が
存
在
し
七 

乙
そ
、
ベ
初
_

事
實
土
.可
能
i

り
た
の
で
あ
る
o
一'
何

じ
ば
れ
ば
で
自
由
1

勞
働
者
ic
於
て
は
、
先

ヴ

第

-
の
.自 

由

:>
即
ち
法
.律

土

認

：め

ら
.れ
た
自
由
人
格
^
據
：'
:
< 勞
慟
人
格
が
I®
'

め

ら

れ

る

せ

共

化

自

已

の

勞

働

を

自

由

に

處

分
 

す
る
所
0
勞
働
處
分
權
1
認
あ
ら
れ
、
：次
^

で
第
2:
の
浪
冉
'
即
ち
凡
ゆ
.る
生
產
手
段
か
:&
の
'自
由
^
據
々
，
彼
は 

生
さ
ん
が
爲
に
自
己3

所
有
す
る
唯
：.

一，S

商

品

：た

る

勞

働

カ

即

ち

勞

働

處

分

權

を

生

產

手

段

：の

所

有

者

た

.る

資

本

家
 

^
讓
ら
^

る
を
得
ず
^
て
.、
.斯
く
.て
勞
働
火
格
^
勞
働
處
分
權
^
の
分
離
が
生
ず
る
が
ら
で
あ
气
 ̂

の 

從
屬
勞
働
が
歴
史
的
特
殊
形
態
を
取
り
拉
揚
合
ド
の
み
、
資
本
一
へ
0 

#

«

#

«
が
#
ず
る
の
で
あ
る
。
IP
ち
資
本
へ 

の
從
屬
勞
働
ゼ
は
資
本
家
.の
處
分
權
の
王
^
あ

る

他

人

：
の

勞

働

で

あ

石

げ

：ソ

^
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斯
ぐ
て
勞
働
の
現
象
形
態
は
變
化
す
る
。
勞
働
は
勞
働
を
營
ひ
者
の
個
人
的
竝
k
社
會
的
機
能
た
る
こ
ど
を
外
面 

上
业
め
：る
？
勞
働
は
他
人
：た
る
資
本
家
0.
、
否
.な
_
:
,
1
:
人
，の
資
本
家
の
機
熊
过
な
る
。

竝
R
全
體
k
對
し
て
立
つ
所
の
自
然
的
關
係
の
中
に
、
：
他
の
關
係
即
ち
彼
れ
を
自
己
-竝
^

全
體
か
ら
外
見
上
引
離
す 

所
の
關
係
が
現
は
れ
る
ゲ
從
ゥ
セ
資
本
ん
の
從
屬
勞
働
は
耽
に
述
べ
た
如
&
ゾ
軍
^
經
濟
的
制
約
の
爲
^
必
然
的
^
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號
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f

o l
o l
o l
o l

を
資
本
家
^
讓
渡
す
る
之
^

^
據
ジ
^
給
付
ず
る
所
の
勞
働
^
あ
る
。 

■ 

丨
.：

：

:

.̂
rc
勞
働
今
般
を
資
本
へ
の
從
屬
勞
傭
^

:
む
る
所
の
，
'

(

資
本
家
^
讓
渡
さ
れ
た
此
の
處
分
權
0
諸
特
徵
5:
詳

細
^
分
析
^

^
ぅ
。
:-
,;■ゴ
續
ロ
'
'デ
.
：
、
'
:
,

V 

'ベ
'
:

」

.：

.

:
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: .:

::

今
、涵
の
處
分
權
は
.權
カ
で
あ
る
？
蓋
し
人
間
關
係
^
:は
1
ー：様
の
種
類
が
あ
る
。：
即
ち
債
權
的
關
係
か
組
織
的
關 

係
か
で
あ
る
。̂
前
の
場
：合
は
は
個
別
的
關
係
が
、
：後
の
場
合
は
統
一
.
_關
係
が
問
題
^
な
る
c

l

M

W的
關
礤 

は
取
引
、v

即
ち
財
の
交
換
k
役
立
つ
？
組
織
的
關
係
は
組
織
^
即
ち
銃
-
力

仏

據

る

經

濟

の

構

成

に

役

立

->
'
。

個

別
 

的

關

係

货

て

は

、
：各
個
人
は
互
棼
離
し
て
.居

へ

彼

等

は

取

引

行

爲

を

營

ひ

翟

人

は

個

人

た

る

^

.

w

f c
止

め

、

彼

等

は

j
.

箇

の

全

體

の

t

部

V
」

な

る

-.
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'
個

別

權

i t
a

/ i
で

統

I
.

權

が

成

立

：す

る
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の
統i

的
關
係
が
存
續
し
得
ん
が
爲
k
は
.、」

ヶ

の

指

撣

命

命

の

下

化

各

個

人

を

し

て

統

「

的
に
働
か
し
ひ
る

所
の
法
律
權
カ
が
.必
要
で
あ
る
。
夫
は
統一

を
司
る
所
の
權
カ
で
あ
る
：

h:『

多

數

の

個

人

が
協

力

す

る

，一

切

の

勞

働

を

通
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で

、
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そ

の

行
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の
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絡

ど

統
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は
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必
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又
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の

樂

長
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機

能
ど
同
樣
に
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分
勞
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で
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な
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作
業
場
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總
活
動
^
關
聯
す
る
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乙̂
ろ
の
諸
機
能
を
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0
.て
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代
表
3
れ
る
:0
こ
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如
何
な
.る
結
合
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い
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も
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働
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此
の
統
一
的
關
係
が
其
の
目
的
を
達
し
得
ん
が
爲
に
は
、
IE
R
凡
ゆ
る
個
別
的
作
用
を
一
つ
の
統1

的
作
用
^
统

1
.

す

る

所

の

法

律

權

カ

が

必

要

で

あ

る

。

夫

は

此

の

統

.

J

を

利

用

す

る

所

の

權

カ

で

f

。
，

此

の

#

一

内

に

活

動

す

 

る

各

個

人

の

個

别

的

作

招

ば

1 1
ハ

の

求

來

の

打

然

的

支

持

教

か

ら

分

離

3

れ

、

法

律

上

直

接

此

ゅ

統

'

1
.0

支

待

.
者

化

^

.|

屬

す

.る
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斯

^

;
し

多

數

の

'者

め

働

会

ば

1
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：働
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代
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多
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の

手
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.る

：部

分
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寧
ろ
*
能
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で
あ
る
？
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の
作
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は
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令
^
支
持
者
が
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を
意
志
し
な
く 
S
も
生
.ず
.る
.の•

で
あ
る

^

X
? ?
の

作
用
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支
持
者
が
#

^
無
能
.カ

：
考

で

：あ
'.る
場
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^

%
生

：ずる
.一
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あ
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即
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の
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>
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作
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接
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で
行
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る
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働
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が
ら
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じ
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來
る
：の
.で
あ
各
。
何
故
か
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云
ふ
に
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0
客
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夫
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の
內
.
自̂
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の
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櫞
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統
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す
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；
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竽
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つ
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權
カ
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此
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政
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能
：S
財
產
權
的
機
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^
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:
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-
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•此
.の
處
分
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火
炎
名
資
本
家
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權
力
で
あ
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^
蓋
r>
問
題
.ど
：な
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る
：：

の

ば

，.單

代

權

力.が

存

す

る

^

云

ふ
 

Z

注

せ
i

3

0
 

權

カ
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ず

る
.か

：ミ

沄
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ふ
$
ビV

•

霧

旣

識

べ

:

勞

働

は

：
通

常

銃

^

的

形
 

態
％
取
夕
そ
_
は
れ
る
5
;如

，ち

勞

働

は
.社
會
的
苒
生
：產
.過
程
0
維
持
の
篇
^
^

て
魂
は
れ
玢
從
分
て
常
妗
各
裀
霖
料
對
練
る
.公
的
的
.至

ft
醫
處
分
權
が
存
す
#t

狭
變 

丨
.若
じ
'#
個
人
が
其
0
成
員
ゼ
じ
て
屬
乜
：冗
居
'る
所
め
•公
_
闺
體
ぼ
權
カ
が
歸
屬
す
る
場
合
代
は
，
夫
ば
公
共
的
で 

得
る
若
し
も
各
個
人
が
其Q

共
领
員
ぞ
ゎ
て
屬
求
る
所
0.
共
同
圃
體
辟
權
カ
：が
歸
屬
來
谷
場
合
に
は
、
夫
は 

共
同
的
で
あ
成
得
る
。
.：
：最

後

ド

若

し

各

個

人

が

失

^
隸
*
り

で

居&
所
の
或
る
場
说
權
カ
が
歸
屬
す
ふ
場
合
^
は
，
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八

失
は
他
人
の
權
ヵ
で
あ
4
得
る
':
°
其
.の
權
カ
は
權
カ
隸
屬
考
の
典
同
意
志
艿
至
總
體
意
志
を
現
ば
さ
ず
.

1̂:
丨
寧
ろ 

.唯

-;
*
其
の
權
カ
の
所
持
者
た
石
個
入
意
忠
を
現
は
す
。：

「)

其
の
權
カ
は
私
權
に
由
來
し
、
共
同
權
乃
至
總
體
.
«
に
由
來 

し
®s

。
'/
斯
る
：場
合
^
は
、.：：其
の
統
分
は
私
人
の
意
志
の
內
妃
含
ま
れ
て
@
6;
。
：
$
 ...

:

へ 

「

斯
ぐ
の
如
ズ
勞
働
は
常
^
從
屬
的
勞
働
で
あ
る
が
デ
此
の
ー
勞
働
を
資
本
公
の
從
屬
勞
働
な
ら
し
め
る
所
の
處
分
權 

榀
他
人
た
る
資
本
家
の
權
力
で
あ
；る
.。ー

「

資
本
_

た
る
*
傭
*
は
自
己
の
權
カ
%
ば
、
-,
.
:彼
竝
び
代
總v

の
個
人
を
.包
括 

す
る
.所
の
：公
共
圈
體
の
»
關
ど
し
：て
行
使
す
る
の
セ
は
な
く
、
只
各
個
人
；が
同
時
^
權
カ
隸
屬
者
权
る
.
§
共
^
權
カ 

所
持
者
ミ
な
名
所
の
0

0

0

の
事
務
擔
當
者
ゼ
し
て
行
使
す
：る
の
.で
.も
な
ぐ
、
寧
乃
私
的
有
權
者V

J

し
て
自
己
の
.
 

名
^
自
己
の
計
算
に
於
て
行
使
す
る
の
で
あ
る
。
丁
度
昔
の
自
然
法
の
見
解
^
從
べ
ば
、
國
家
の
統
一
は
事
ら
支
配 

者
"の
人
格
め
內
^
現
：は
る
'
>如
く
.？
現
代
0
法
#
觀

ド

從

へ'ば

、
：：：：：今

日

の

_

的

統

一 

'は

專
.:
&
嚴

望

：
の

人

格

の

內
.
 

k
含

ま

れ

そ

居

る
0
經
濟
的
統
ザ
の
.內

部

ド

作

用

.1
:
る
_
1
:權
の
«
,
1の
：所
持
者
は
»
傭
_

で

あ

：
夾

.
#
れ

格

總

て
 

の
力
が
隸
厲
し
、
總
て
の
個
別
的
作
用
は
彼
れ
：§
1
に統

；：

t
:;s
れ
'て
：居

^
。ソ
锻
れ
：の
權
.力は

：：一;
;
_
s

箇
：々

の
關
係
 ̂

於
：：て
：：

は

、v
:
»力
‘の
隸
屬
者
:5
:
權
カ
0
行

：
使̂

參
與
.怂
せ
.名
及
尨
^
據
ジ
て
、
'.
.
;制
限
3
.れ
#
る
'し
、
磁
つ
て
彼
ど
他
人 

ど
の
間
^
或

.6
限

定

冷

れ

枱

勞

，
共

同

體

が

成

立

す

.：る

。
：
.它

旮

：れ??
か

あ
1

る
；：
こ

ど

を

止

め

は

し

な

矽

の

.

.で
あ
：0
:で
、(

：制
限
の
存
さ
ぐ
る
限
6
排
他
的
權
カ
が
生
ず
る
-;
0
ス

く

 

, 

/
.斯
く
し
て
ー
次
の
如
ぐ
結
論
し
#
る

。
，
即

ち::
>
勞

僧

が

公*
的
»
至

、共

同|»
|
體

的

處

分

權

の

兔
^

技
は
、
：
社
#

へ
.の
從
屬
勞
働
.

一

般

は

存し
：：

て

も

、A
資

本

へ

、
の

從

屬

勞

倾

は

存

3

な

^

の
，
で

.

あ

备
;:
°
ざ

れ

ば

、
：
：

_
场

的

： 

義
務
ビ
し
て
國
家
，の
，統
帥
櫸
の
...
下
^
給
付
す
る
-兵
役
妓
.に

生

產

組

合

の

組

合

員

が

：給

付

*
.备
勞
働
は
決
し
'て
.，資
本
へ
：
.

の

從

■

勞

働

で

は

な

い

？

'
.勿

論

此

の

場

合

は

努

働

法

k

.
屬

墓

■

然

し

資

本

.へ

.
の

：從

屬

勞

働

食

給

付

す

る

.者

力

J: 

同

寺

に

其

の

勞

働

卷

付

す

る

所

の

.

.富

の

株

管

所

有

す

る

I

は

可

能

で

あ

る

。

.又

同

様

に

—

團
體
の
被
員
で
あ

-

^

ら

マ

夫

等

國

象
®
に
地
方
團
體
R
資
本
へ
の
挺
屬
勞
.働
|

位
に
置
か
れ
得
べ
き
勞
働
を
給

.

.

. 
.

.

.

.

. 

>

付

ず

る

乙

を

. %
-
;可

能

で

あ

气

：

事

實

行

は

れ

^

居

る

。
ー

';
:

'.
ド

'

V
 

.

. 

'

三
；

r
;

fc
の
#
分
權
は
他
人
^
る
.資
本
家
.が
0 0
由
人
^
上
^
有
ず
る
權
カ
で
あ
る
。
、蓋
し
人
の
上
に
及
ぼ
す
^
人

の

. 

處
分
權
は
歴
史
上
種
々
I

變
遷
S

t

"

"即

衆

自

由

人

妓

に

裏

人

S

す
る
權
ヵ
ビ
が
あ
つ
た
。

'曾

第

一T.

一
節
K
述
べ
.た
如
く
、
不

自

曲

人

為

す

る

權

力

は

權

ヵ

隸

屬

者

の

靈

§

つ
て
、
成
立
.し
れ
の
で
は 

な
く
、
寧
ろ
權
ヵ
所
持
者
の
'取
得
行
爲
乃
至
相
績
S

つ
S

立
し
§

:

1
量

。：
S

之

甚

ん

で

、賽

自

由

意 

志
か
ら
し
て
奴
隸£

身
を
投：

ず
.る
者
も
あ
っ
た
。
.然
し
乍
ら
其
の
，爲
に
不
自
由
の
：性
質
は
變
W
ら
れ
な
か
つ
た
0
奴 

隸
は
一
箇
の
物
件
で
：あ
る
。
彼
は
財
產
目
：錄中

©
.

物
品
g

同
じ
ぐ
、
主
人
：S

す

姿

の

で

奢

。
不
自
由
人
は
物
件 

£

て
？
直

£

て
取
扱
は
れ
、
可
愛
S

畜

i

倣
m

る
。
ハ
木
自
由
入
ば
權
利
無
能
力
者
で
あ
る
。 

彼
は
私
權
-^
公
權
^
持
ち
得
攻
い
。
：；彼
は
人
格
で
は
な
い
,0
彼
の
.主
人
の
み
が
人
格
を
持
つ
。
生
人
：に
鸫
て
が
屬
し 

主
人
^
據

？

總
.て
が
行
は
れ
、
主
人
が
唯
.：一.の
名
宛
人
で
あ
る
：。：

」

主
人
の
本
自
由
人
k
對

す

名

權

ヵ

は

.無

制

限

で
 

あ

：る

。

主

人
.は
彼
に
對
し
て
私
的
機
能
^
止
ま
ら
ず
.、
公
的
機
能
を
.も
行
使
す
る
:-
;'0總
て
が
3

ぅ

だ
:̂
は

云

へ

な

い
 

が
、，.主
人
は
不
_

*
人
^
對

す

'5
軍
事
最
高
權
ミ
裁
判
權
ミ
が
屬
す
る
。：
此
：の
權
カ
#

|

|

>の
內
に
は
統
治
權
：
 

^
邊

ユ

吾

系

含̂
れ

て

居

る

卞

總

て

蛋

^
は
ー
つ
の
身
分
で
あ
ゥ
气 

.

-.
:

卜 

斯

る

，權

カ

關
.係
內
k
自
由
の
思
想
が
現
は
れ
た
U
此
め
：'思
想
は
入
.間
が
人
間
の
^

^
有
す
る
權
カ
^
徐

々

^

破

壞

第

二

：十

.四

卷

a

六

1. 1.

七

)

I

法

.の

本

■質

'
 

0

$

 

.九

九

、



辦.1 〕

十

.四

卷

a

六

.
-八)

勞
働
法
の
本
寶 

第

十

號

1〇
〇

し

、
人

間

を

：

-
<格
^
迄

高

め#
"
,先

：づ

最

初

は

權

利

主

體

.泣
る
可
き
人
_
ん
能
カ
が
認
.め
ら
れ
/2
。：、彼
はs

己
.の
財 

.產
を
敗
得
し」

、'婚
姻
を
.結
^
、
資
：產
?:
相
續
：3
:せ
た
。
次
い
で
權
カ
か：

ら
銃
治
權
が
區
別
さ
れ
た
。
先
^
個
人
の
權
カ 

^
擧
せ
し
.統
治
權
は
«
ら
.國
家
め
手
^
移
さ
れ
た
。
終
^
權
カ
隸
屬
者
の
：意
志
め
如
何
を
'問

は

ず

し

.て

存

す

る

が

如
 

$
凡
ゅ
名
拘
束
的
權
カ
關
係
は
破
壤
.さ
れ
.た
。'
:法
律
上
.の
人
間
の
自
由
意
志
が
社
會
：生
活
の
蓮
動
法
則
ギ
な
つ
た
。
 

身
分c

l
t
u
o
K

代
つ
セ
契
約c

c
l
r
a
c
t
u
s
)

が
現
は
れ
た
。
勞
働
臣
屬
は
自
由
勞
働
契
約
化
_

0
.て
ノ 

土
着
義
務
は 

,ほ
_
移
轉
竝
^
居
住
權
^
據
：0
て
置
さ
代
.へ
ら
れ
.た
。
其
の
結
果
最
早
身
分
.

V」

し
て
の
不H

由
は
存
3
なs

。

A
由 

は
人
間
，の
不
可
侵
な
る
公
法
的
特
性
.
k
化
し
た
o 

,
然
し
此
，.の

法

律

的

な

身

分

的

差

：別

^
代
.つ
て
經
濟
的
な
階
級
的
差 

別
Q〕

'が
前
而
^
現
は
れ
た
。
此
の
階
級
的
差
別
の
存
す
る
S

R
、
、社
會
ベ
の
從
屬
性
は
特
殊
な
形
態
に
於
て
現
は 

れ
、
.即
ち
今
度
.は
法
律
上
自
坩
意
志
で
以
つ
.て
或
名
權
カ
k
隸
屬
す
る
所
の
人
格
：の
上
に
及
ぼ
す
權
ヵ
ミ

し

て現
ば
 

れ
た
。
一.然

し其
：：

の

場

合k

は
以
前
.
異̂
つ
て
：、
隸
屬
す
る
•か
.爲
R
權
利
能
力
を
侵
银
さ
れ
'る
z

.

i

、
，又
私
的
最
高 

權
を
奪
ば
れ
る
乙
^
も
な
s
o
.
.
.
'

斯
く
て
自
由
人
紀
對
す
る
處
分
權
の
特
徵
が
明
か
ど
な
る
。，
，

的
由
人
^
對
す
る
權
カ
は
法
律
上
最
初
か
ら
參
屬
的
念
人
間
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
ノ
寧
ろ
彼
が
見
出
す
所
の 

從
屬

的

關係
か
ら
生
ず
'る
も
の
.で
あ
る
。
；
：

HI

由
人
の
從
屬
性
は
彼
が
屬
す
所
の
身
分
の
現
は
れ
で
は
な
く
、
寧
/)
彼 

が
見
出
す
所
の
狀
態
即
ち
階
級
の
現
は
れ
で
あ
る
。：
.
：

:
:四
、
此
の
處
分
權
は
勞
働
R
、
否
な
專
ら
勞
働
に
基
い
.て
の
權
カ
で
あ
る
。
若
し
專
ら
勞
働
に
基
か
ざ
る
他
の
權 

カ
關
係
、
' 例
ぺ
ば
國
家
地
方
團
體
.ど
之
が
成
員
乃
至
囚
人
、
救
貧
院
^
養
は
れ
て
居
る
者
^
の
間
の
權
カ
關
係
か
ら

生
じ
た
勞
働(

公
民
ミ
し
て
の
義
務
勞
働
、
'囚

人

：及

：
び

救

貧

院

扶

養

者

：

.の

强

：制

勞

働

)

ミ
か
’は
.勞
働
法
.の

所

扉

働

即 

ち
資
本
へ
の
從
屬
勞
働
R
は
屬
3
な
い
。
然
し
乍
ら
嚴
密
な
る

.

客
.觀
的
事
實
ミ
し
て
：は
、
資
本
へ
の
從
屬
勞
働
に
屬 

さ

V
る
努
働w

雖
も
、
法
律
上
之
を
同
；等
な
も
の
e
看
做
し
て
：勞
働
法
R
屬
5
し
め
る
^

i

•
か
出
來
る
。
此
の
點
R 

關
し
.
は̂
後
に『

資
本
へ
.の
從
屬
勞
働
ど
同
位
に
置
か
る)

>
勞
働』

.の
處
^
で

述

へ

や

ぅ

又
&

に
故
へ

た

女

く

伊 

へ
ば
地
方
團
體
ミ
其
0
成
員
^
の

間

に

：存

す
.る
凡
#'
る
.權
カ
關
係
を
度
外
視
し
そ
，？
其

^
成
員
が
.資

本

へ

.
の

從

屬

勞
 

働 

<
同
位
に
嗇
か
る
：：>
勞
働
|を
地
方
_
體

^
給
付
す
る
場
合
.に
も
.亦
、
勞

«
法
的
關
係
は
成
立
.す
名
。

ノ
.
以

上

を

以

つ

：：

て
、

.勞
働
即
ち
社
會
へ
；の
從
屬
勞
働
一
般
を
資
本
へ
の
從
屬
勞
«

た

ち

じ

む

る

所
の
資
本
家
に
讓
渡 

さ
れ
た
勞
働
處
分
權
の
諸
特
徵
の
分
析
，を
終
る
。
' 

-

'
:
4度
：.は
.問
題
を
51
^

1

步
深
く
掘
6

下
げ
て
、
何
故
^
法
律
上
0
自
由
人
が
貞
己
の
.勞
働
處
分
權
を
資
本
家
に
r
 

度
し
、.
»く
し
：て
資
本
へ
' の
從
屬
勞
働
^
化
さ
ざ
る
を
#
なs

が

、
の

問

題

を

取

扱

ば

.，ぅ

。-此
'の
問
題
t

を
勞
#
法
の 

全
*
造
を
.決
定
す
る
所
の
最
根
本
問
題
で
■あ
々
、
又
旣
^
屢
<
論
及
し
.た
所
で
あ
る
'。"

.

'!:
1i
0.
'

V
蓋
し
、
'自
$

を
し
.て
資
本
へ
：の
.從
屬
勞
働
^
化

：さ

し

む

る

所

：の

基

礎

は

&
§

ぢ

財

產̂.
の
關
係
で
あ
る
？
勞 

法
は
疋
^
此
の
關
係
の
.沈
澱
物
で
あ
る
'？
此
'の
場
合
我
々
が
財
產
i

云
ふ
の
は
、-
®

R

,

*
へ
.た
.如
：ズ(

1
ド
.
有

體

物

ざ
 

し

て

の

財

産

，
で
：

.は
な
く
、
.» 0

# 0
#

«°
#

^
し
て
の
財
產
で
あ
る
。
斯
る
意
味
^
於
け
る
財
產
は
法
規
に
據
つ
て
所
有 

考h

抽
象
的
R
屬
し
'

y

居
る
物
件
で
は
な
く
、
社
會
的
生
.霞

程

k
於
て
實
際
的
用
途
を
持
つ
生
擧
段
で
あ
る 

生
產
手
、段
<
し
七
の
物
件
は
勞
働
を
誊
む
著
の
.勞
機
手
段
で
あ
、
、
夫
な
く
し
て
は
彼
ば
肖
已
め
努
働
カ
を
活
動
せ 

し
め
#
な

S

:
で
t

o
 
彼
は
努
働
を
營
み
、
.勞
働
^
據

-P
V
牛
活
し
得
ん
^

爲
R
生
.産
，手
段
を
.必
要
ヒ
す
る
。
從

第
ニ
十
四
%

C
H

ハ
ニ
：九)

勞
働
法
®
本
質
. 

第
十.铖
.
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勞
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法
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本
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第

十

ぎ
 

一

-

ニ

a

i

t

sを

營

む

者

め

霄

生

產

宰

爵

黎

：，
他
人
：.の

番

.夫

合

s

:

i
働

露

產

I

©

こ 

しf

:
機

が

成

：
立f
雰

で

層

.雾

其

み

關

係

.は

,

'J
f
.
u
存̂
す
条
の
.で
：あ
.る
'
?
S
' :
'.

:

ヤ 

r

. .

.

.
'/
■
-

:

7: -

v
^ :
.
.
: :

 

■ 

V 
ィ

- 

\
 

V 

：

■•
;
:此
め

場

合

財

產

佳

ー

.童

：
の_紙

會

塵

能

を

^
 

.

.

.

.
,

r
/
. 

l

:

、嵐

產

靡

め

儐

値

導

猶

す

要

；看

活
b
得
ん
.力
■
.
谨

：
齒

身

ば

：

■

質

S

K
逢

ぼ

.勞

働

力

；
の
.
勞

働

條

件

竝

建

活

條

件

■

尝

居

る
^

§

m

^

§

 

防

類

力.

I
人

.
々

が

勤

勞
 

を
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を
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內
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；
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又
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營
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。
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械
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を
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自
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を
受
け
る
點
^

あ
る
。
即
ち
家
內
勞
働
者
は
前
貸
を
受
け
る
代
办
こ
、

. 

其

の

製

品

塞

罢

の

販

賣

業

者
k

引

渡

產

け

れ

ば
f

ず
、
從

？

製
品
.

の
*

2
2

由
處
分
權
を
放
棄
す
る
こ
I

 

佘
儀
®

く
^

れ
る
譯
で
、
此
の
意
味
で
販
賣
業
者
k

對
し
て
從
屬
的
な
關
係
に
立
つ
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
、
丁
度

本
來
の『

寳
本
.へ
の
# .

屬
簽
働』

が
發
生
す
る
の
は
自
由
な
る
勞
働
者
が
生
產
手
段
? :
:

所
有
せH
る
が
爲
に
、
之
を
所 

有
ず
る
資
本
象
の
- K

-

R
吸
收
ざ
れ
、
且
つ
支
配
を
受
け
、斯
ぐ
て
佘
剩
勞
働
を
擇
収
せ
ら
る
>
 

.

M

*

生
ず
る
が
如
く
、
 

家
_
努
働
者
は
製
造
資
金
を
所
有
せ
ず
、
之
を
販
賣
業
者
た
る
問
屋
ょ
6

前
貸
を
受
け
る
.結
果
、
製
品
の
自
由
處
分 

權
fc
失
^

.
最
爭
甘
べ
ゆ
製
品
に
體
現
せ
ら
れ
た
る
自
己
の
会
剩
勞
働
を
ば
自
ら
製
品
を
市
場
^
販
賣
す
る
こ
ど
に
據 

つ
で
自
己
の
所
东
ぬ
_
し
得
ず
し
て
"

»
ら
其
の
余
剩
努
働
は
販
賣
業
者
の
»
有
す
る
所
$
な
々
、
抓
く
し
て
家
內 

勞
働
者
の
勞
働
は『

資
本
へ
.：の
從
M
勞
働』

で
同
位
に
置
か
6.
:
v

u

? 

.

V
方
版
賣
業
者
た
る
問
屋
の
前
貸
金
は
資
本
的 

•
能

を

瞥

彼

は

資

本

家

ど
な
る
。

‘

.

.三
、
家
內
勞
傭
は
資
本
家
の
作
業
#
外
^
於
て
昏
な
★

れ
か
勞
働
で
あ
る
。
家&

勞
働
者
の
作
業
場
は
m
分
の
住 

宅
外
に
お
ウ
で
、
專
ら
作
業
場
^
.じ
て
使
取
^
れ
が
場
合
も
あ
れ
ば
、
又
.自

分
の
住
宅
‘のr

部
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。 

其

外t

時
自
己
の
製
品
の
仕
上
げ
を
す
る
爲
k
資
本
家
の
作
業
'場
で
働

s

て
も
、.
'、.其
の
事
は
決
し
て
.家
內
勞
働
者
た 

る
の
本
來
作
# :
質
b
奪
ぶ
も
^
で
は
な
い
。

」

兎
^
狗
資
本
家
以
不
斷
の
.
.監
督
の
卞
^
な
い
.作
樂
場
に
聆
て
勞
働
を
營 

む
者
で
あ
名
。

形
式
.上
本
來
^『

贅
本
べ
办
继
屬
勞
働』

^

‘屬
さ
ド
る
此
の
家
內
勞
働
.を
ば
勞
働
法
校
據
つ
七
規
律
せ
ん
^

由
は
、
旣
k
其
の
第
二
の
特
質
は
於
て
述
べ
た
如
く
、
事
實
經
濟
上
資
本
^
從
屬
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
右
の
特 

質
が
あ
れ
ば
^
条
勞
働
法
に
據
つ
て
之
を
保
謙
す
る
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
若
し
も
此
の
特
質
ド
し
て
缺
け 

セ

；
居

れ

试!̂
:最
早
家
內
勞
働
ば
間
題
さ
.は
な
ら
救
:;
°
夫
故
‘ー'

家̂

內

勞

働

者

に

.
類

用
し
て
他
ょ
：ク
賃
契
約
に
て
仕
事
；を
：引
受
け
、
以
つ
'て
職
人
の
余
剩
勞
働
^
可
級
的
£
賴
取
ぜ
ん
ミ
す
を
賃
エ
場(

例

费

1十

四

卷

C
I
H
Q
m
)

勞
働
法
の
.
本
質
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.
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六
三
六)

勞
働
法
の
本
質 

第
ナ
I

一
 

)

へ
ば
賃
染
物H

場
、
賃
織
工
場
}
.の
所
有
者
は
決
し
て
家
內
勞
働
者
で
は
な
い
。■'家
內
勞
働
は
專
ら
小
經
零
あ
へ

其

，
の

經

營

c

k

於
け
•る
勤
勞
の
大
部
分
は
家
內
勞
働
者
自
身
の
勞
德
據
づ
て
輯
さ
れ
る
の
で
.あ
る
、
&
し
て
浙
.る 

»
合
^
の
み
保
議
が
.必
喪
な
0;
で
あ
る
。
'.
.
:
,
.
:
:

.

.

.ぐ
'

'

:

‘
.
'
r 

- 

• 

2
>

家

族

勞

曹

は

象

族

S

給
付
す
る
勞
働
で
あ
へ
.
M.
R-
P-
し
.
<

_へ

ぼ

家

族

關

係

集

い

で

給

付

す

る

勞

働

.で

^

る
-°
.

.

ぃ
：
 

1

勿
^
£家
族
势
俶
は『

資
本
へ
.
0
從

凰

勞

働

』

で

は
*

い
o

'

夫
妃
も
；拘
ら
ずr

:

或
る
場
合
に
勞
«
法
•か

此

の

勞
働
を
も 

規
？

ん
f

る
理
S

、-
家

族

麗

が

常

K
必
づ
し
i

働
を
營
.む
家
族
？

簾

し

5

ど
は
限
ら
ね
か
ら
で 

あ

る

斯

る

4
®

合

に

は

略

『

資

本

へ
の
：從
屬
勞
働J

画

|'以
勞
働
が
#:
す
.可

く

、
：
：
斯

く

て
.勢
.働
法
に
據
つ
て
保
！ 

す
る
の
必
要
S

ず
る
の
：で
あ
る
。；
家

族

雪

を

勞

働

法

S

?

保
護
す
る
の
必
要
i

ず
る
場
合
は
、
農
業
或 

は

家

霉

£

5

は
な
く
、
主

£

て
工
業
的
業
務
S

て
n

、
且
つ
幼
年
勞
働
が
層
ど
I

の
で
あ
る
。

'

S
、
國
家
其
他
の
公
共
園
體
S

付
せ
I

,
、
勞
働
,

.

v

: 

リ

ン

ぐ

^

‘
勿
論
國
家
其
他
の
公
共
濃
は
本
來
營
利
的
屢
で
は
？

、
從
づ
V

8

S

S
給
f

f

る
場
.

て

气

：|

勞
働
の
I

I

の
窮
極
g

的
I

.
る
I

で
は
5

f

,
。
夫
故
夫
^

,4

給i
n

t

 

i

働
は
本
來『

資
本
べ
I

屬
勞
f

で
I

い
s

a

f

f
ぅ

，
此
の
I

は
特
S

共

麗

S

成
員
が 

s

k

f
る

義

務

働

を

給

付

す

る

場

合

(

例
へ
.ば
名
譽
職
、
：
兵

議

)

_

俠
る
の
：で
あ
るa 

.
然
し
斯
く
國
靡
他
の
公
共
國
體
は
翁
剩
勞
働
S

取
を
t

i

の
窮
極
I

的

S
は
し
な
ぃ
で

あ

ら

う

が

>

.夫
等
幽
體
の
本
來9

目
的
を
達
す
る
手
段
^
し
て
一
寒
の
事
#
を
韙
行
す
.る

に
必
喪
.な
勞
«
、.
特
^
'財
源
を
#

ゐ
爲 

.̂

失
等
幽
體
自
身
が
營
利
的
事
業
を
營
む
際
^
必
製
汝
勞
働
、
換
言
す
れ
.ば
夫
等
の
幽
體
>か
私
人
間
化
於
け
る

M

M
 

立
場
k
立
つ
て
展
傭
し
た
勞
働
は
資
本
主
義
社
會
の
機
構
^
强
制
せ
^
れ
て
、
必
然
的
^

『

資

本

：へ

の

從 

屬
勞働

』
.：VJ

同

1
特
.徵
を
現
は
3 V:

る
を
得
なS

.

の
で
あ
る
？
然
る
限
6
國
家
其
他
の
公
共
團
體
^
給
#
せ
ら
る
.、 

勞
働
は
勞
働
法
‘の
對
象
を
な
す
：可
さ
で
あ
る
。
：
今
此
の
勲
を
詳
細
に
分
析
す
る
の
佘
裕
を
持
た
な
い
、
唯

*
暗
示
的 

ぢ
云
ふ
^
止
め
て
置
く
。

.

'

.

.

\

 

C
B

〕

被
傭
者
：
■:
.
 

:

.
一

以
上
に
於
.て
勞
働
法
の
1
:ー
耍
素
中
の
物
的
要
素
、
即
ち『

資
本
へ
の
從
屬
勞
，働』

の
分
析
•か
終
つ
た
か
ら
し
て
、
今 

度
は
他
の
要
素
、：

即
ち
人
的
要
素V」

し
て
の『

被
傭
者』

を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
'

;
い 

' 

a-'
槪

念

.

_ 

' 

.

.
:
- 

我
々
が
被
傭
者
^
就S

て
語
る
場
合
、
夫
^
は
ニ
樣
の
槪
念
の
存
す
る
乙
(£
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.其
の 

:
1

は
關
係
槪
念
ビ
し
て
の
被
傭
者
で
あ
々
，
即
ち
屜
傭
主
>

」

の
直
接
の
結
合
關
係
^
於
て
の
.み
理
解
5
る

、
.結
合
槪 

念
ど
し
て
の
被
傭
者
で
.あ
る
。
其
の
ニ
は
自
體
槪
念V

J

し
て
の
被
傭
者
で
あ
.

C
Z
.

即

ち

雇

傭

主

V」

直
接
結
合
し
て
居 

石
か
否
か
は
問
題
で
は
な
く
、
：.

唯
：：

共

通

の

經

濟

的

菡

礎

ょ

A
し
て
共
通
の
生
活
狀
態
に
置
か
れ
て
：居
る
所
の
.階
級 

槪
念
^
し
て
'の
被
傭
者
で
あ
る
。
被
傭
者
の
此
の
1
ー
樣
の
槪
念
は
他
の
機
會
^
於
て
述
べ
る
勞
働
法
の
構
成
即
ち
體 

系
論
^
於
て
主
要
衣
役
割
を
演
ず
る
も
の
で
あ
る
乙
ど
を
暗
示
し
て
置
く
。
此
處
で
は
唯
:<
更
に
此
の
ニ
槪
念
を
分 

析
す
る
^
止
め
や
ぅ
。

.
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勞
働
法
の
本
實 

第

十

號

ニ

0

一
？
先
.づ
攀〕一

に
、
被
傭
者
む
は
勞
働
法
的
關
係
に
據
つ
て
赝
儆
主
：の
.侧W

結
合
し
て
居
る
所
の
ベ
々
を
云
ふ
の

%

あ

る

：。
：
：
，
其

.

の

揚

合

被

等

ば

離

ら

被

傭

者

：で
あ
つ
：て
，

^

.

度
法
人
の
法
定
代
，理
人
の
如
ぐ
い
同
時
紀
夂
«
泔
主
で
あ

.

っ
て
は
な
^

ぬ
ゼ
は
限
ら
ぬ
.
.
'
V
I又
#
等
が
職
業
的
被
傭
者
で
あ
.:
a

,か
否
：が
も
問
題
、/」

は

な

ら

ぬ

：
。
ニ

被

傭

者

.
で

あ

る

者

が
f

必

づ

し̂

被

傭

者

た

墓i

其

の

職

業

せ

は

し

て

居
&

ぬ：

か
&

で

あ

今
§

 

例

へ

ば
2

の
S

人
.

が
S

仕
舞
を
し
た
後
.で
、：或
る
手
エ
業
考
の
爲
^
帳
簿
を
|

揚
合
.、：：.彼
は
職
業
上
は
決
し
-1
:
被
傭
者
で
は
な
.い
が
、
直

接
の
|
?合
關
係
に
於
，て
は
被
傭
者
で
あ
る
。
然
じ
此
處
で
沄
ぷ
勞
働
法
的
關
係
ビ
.は
勞
働
契
約
紀
限
4
は
し
な
い
。

此
レ
1關

係

は

事

實

勞#

契

約
0
基
.

5;
重

じ
た
關
係
の
：み
を
含
む
.
.

の

で

は

：な
ぐ
、
；夫
以
外
の
關
係
を
免
含
む
の
で

あ
る
。
で
あ
る
か
ら
此
の
場
合
^

於
け
る
被
傭
者
|

勞
働
契
約
の
8

者
|

い
.

者
t

含
む
の
で
あ
る
。
要
す

る
^
此
處
で
妄
ふ
勞
働
法
的
關
係
ど
は
1雇
傭
主
：̂
.被
傭
者
^£

間
^
直
接
の
結
合
關
係
が
存
す
れ
ば
足
.

C
V

S

の
で
あ

る
o
:各
し
て
其
の
場
合
、
被
傭
者
が
麗
傭
主
化
對
し
て
個
別
的
.k
現
は
れ
る
が
、：.：夫
.

M

も
集
合
的
k
現
は
れ
る
か
否

ほ

^

題
で
I

 s 

o
兎
K
角

麗

望

V
J

凡
ゆ
る
直
接
の
結
合
關
係
k
あ
る
被

傭

者の
槪

念

を

我冷
は
被
傭
者
の
如 

合
概
念
^

.

呼
ぶ
。

.

.
，

：

.

-

、
lr
s

傭
者
S

『

資
本
：.へ
の
從
屬
勞
働』

f

i
つ
•て
.其
の
；生
活
■

持

す

る

资

人

雾

云

ふ

の

で

あ

る

。
" 

H
ち
0

の

場

合

^

は

被

.傭

者

は

其

の

生

存

の

，

.某
礎
を
«
ら
資
本
ベ
の
從
屬
勞
働
め
給
付
.1
C
於
' て
見
出
し
得
る
が
如
S 

生
活
狀
.態
に
ぁ
る
或
る
社
會
階
級
K
屬
す
，の
で
あ
る
o
被
傭
者
の
»
る

槪
念
は
第
一
.の
.槪
念
ょ
.
6
更
S

大
3
れ
た 

槪
念
：で
：.あ
る
。
此
の
槪
念
は
«
傭
主
の
侧
ど
直
接
勞
働
法
的
關
係
^
立
つ
.人

々

の

：み

を

含

む

の

.で

は

な

く

，

又

斯
.る 

直

接

の

關

係R
,立

た

ざ

る

人

.
々

を
も
含

む

、
の

で.あ

る
9

例

へ

.ば

失

業
^

て

居

る

織

物.工

り

如

く>
M

m

的

被

傭

者

で
'

は
あ
る
が
广
现
在
失
業
し
て
居
る
者
も
之
^
屬
す
。
或
は
文
例
.へ：ば
小
利
子
衣
食
者
に
し
て
.其
_の

刹

子

の

み

^

て

は 

生
活
を
維
持
し
得
ず
じ
て
、'
職
業
紹
介
所
^
求
職
者
ど
し
て
屈
出
を
な
し
れ
者
の
如
く
、
非
職
業
的
被
傭
者
で
あ
6 

且
つ
現
在
就
職
せ
ず
し
.て
，之
を
求
め
て
居
る
.者
も
此
の
槪
念
忆
屬
す
る
。
'被
傭
者
の
斯
6 *
槪
念
ば
被
傭
者
せ
雇
傭
主 

v

の
結
合
^
甚
く
の
で
は
な
く
、
寧
.ろ
被
傭
者
.の
社
#
階
級
^

®
く
が
故
に
、
..
.
'我
々
は
夫
を
ば
被
傭
者
.の
：
階

級

.槪

念
 

ど
名
付
け
各
。命

>
ろ
此
の
槪
念
が
用
ひ
ら
れ
る
場
合
^
は

、

被

僻

者

：の
.；1
;時
的
結
合
關
係
は
問
題
ビ
^
れ
ず
し
て
、
.
.

 

il
r
Kら

1.

定
の
社
會
階
級
^
屬
し
て
居
る
乙
^
が
問
題
ど
^
れ
'る'

0

で
あ
る
.
。
，.
. 

ニ
：.
：
.
.
'
;
，
, 

—

;:
-被
傭
者
の
主
要
部
類
は
勞
働
者
、
使
用
人
、
官
衷
ゥ
徒
弟
及
び
準
被
傭
者
^
で
あ
5;
:°

r.、：

勞
働
者
€
は
特
に
エ
業
、
農
業
、
_林
業
或
.は
鑛
業
に
：於
て
>
|體

的

性

質

：の

執

行

勞

働

-5
:
給
#
す

る

が

爲

^

歷 

傭
主
^
雇
は
れ
た
所
の
人
々
を
云
ふ
。ハ31
y
へ
觅
^
夹
^
.は『

營
業
補
助
：火
^

受
付
人
"
.給
仕
人
其
艘
竝
k
雇
傭
主
の 

下
級
の
家
事
釔
取
る
鎵
化
歷
は
れ
た
家
«
補
助
人
本
屬
す
る
。

.：
：ッ
:
'
ゥ
 

へ
マ
‘
V
.

•ン
.1
一
、
‘使
用
人
^
は
主V

し
て
高
皺
な
カ
至
は
商
人
的
或
は
事
務
所
的
勞
働
を
給
付
ず
る
被
傭
者
で
あ
る
。ハ3 2) 

'
矶 

用
人
の
重
要
部
類
は
商
事
經
營
忙
商
人
的
勸
勞
を
給
#
す
汐
爲
化
*
は
れ
で
居
る
商
業
使
用
人
、
及
び
.職
工
長
乃
至 

忮
師
等
ど
呼
ば
る
、
所
の
技
術
使
用
人 

>
更
に
雇
傭
主
の
高
級
の
家
事
を
ざ
各
家
事
使
用
人
等
で
あ
る
？
：：指
揮
的
使 

用
人
ど
雖
も
使
用
人
で
あ
る
。.
.斯
る
使
用
人
は
經
營
內
に
あ
0

^
、
企
業
家
の
精
神
勞
働
^
多
少
ミ
%;
參
與
し
以
.つ 

て
實
際
上
の
經
營
の
蓮
用
に
干
與
じ
？
成
は
他
の
被
傭
者
釔
監
督
す
る
者
で
あ
.る
。

-
11、

官
吏
ぬ
は
國
家
其
他
の
公
共
團
體
k

勸
勞
^
給
付
す
を
所
：の
：被
：傭
者
货
あ
つ
で
、」

且
0
寐
ら
公
法
^
據
0

て

第

二

十

四

瘁

(

一
六
一

1;

九)

勞
俲
法
の
本
質 

0
$ 

一
二
一



第

二

十

四

卷(
1

六
四
〇〕

勞
働
法
の
本
質 

第
卜
號

_. 

ニ 

'

二

規
觉
^
れ
.で
.思

る

-°
此
の
後
の
特
徵
の
み
が
官
ic
R
他

の

，
普

通

の

被

傭

者

マ

」

異

な

つ

た

特

別

の

地

位

を

與

ベ

る

^

過 

ぎ

な

い

タ

夫

以

外
^
特

別

の

地

位

を

與

：
，
へ

.6:
如
さ
他
.の
特
徵
は
な
い
の
で
あ
.る
。
：

，卜
官
吏
ど
普
通
の.被
傭
者
S
の
問
^

は

、
：
：
右

の 

一
一
0

0:
特

徴

を

除

い.<
は
他
^
何
等
め
相
違
も
存
せ
ざ
る
乙
ど
ば
先 

C
N
âr
の
任
命
^
就
い
て
見
て
が
明
か
で&
5:
。！.官
吏
の
任
命
は
普
通
の
被
傭
者
の'
¥傭
ビ
同
じ
ぐ
|

^

K-^s

て 

居
る
の
で
お
る
。：：官
吏
の
任
命

^

ば全
ぐ

：！；

穷

的

な

主

權

の

行

爲

ヒ

.

看
ふ
所
の
考
^

雖

も::
'
.
決

し

て

此

の

立

場

を

否
 

定
し
得
は
し
なs

、

ふ
.の
は
斯
る
#

は
：：結

局

同

：じ

結

果

^

導

く

か

：£

ぞ

あ

る

1
。
：.
何

敢

^

虫
權
の
任
命
行
爲w

雖
も
、
.當
事
者
の
同
意
を
必
要
ヒ
す
る
こ
^
は
右
の
考
^
雖
も
認
.め
ざ
5
を
得
な
い
か
ら
で
あ 

•る
.
o
斯

く

てI

方
的
主
權
の
行
爲
な
ぅ
ビ
す
る
假
定
«:
失
は
れ
、
普
通
，の
*
馓
の
揚
合
:̂

同
じ
<,
;
此
處

p

 

7
pt°
l
が 

任
命
の
*
礎
で
あ
る
？
假
6

k1

步
を
讓
つ
て
契
約
說
ビ
主
權
說
ビ

の
間
に
は
嚴
灌
な
區
別
が
稃
す
る
^
し
て
も
、
.
' 

其
^
區
別
は
官
吏
匕
普
通
の
被
傭
渚
ど
：の
闾
に
何
等
本
質
的
區
別
を
設
け
をN

/
f

は
出
來
な
い
。
ど
云
ふ
の
は
、
本 

來
勞
働
法
は
單
に
屉
傭
主
ど
被
傭
者
ど
の
直
接
の
關
係
た
る
勞
働
契
約
に
限
ら
ず
、
總
て
被
傭
者
た
る
の
地
欧
ょ
ぅ 

生
ず
る
：’
1
:切
_の

蕩

關

係

眷

ひ

.か
ら
で
あ
る
9

_

旣

益

べ

た

結

合

槪

念V
J

し
て
の
被
傭
者
の
み
で 

は
な
く 

'階
級
槪
念
ど
し
て
の
炎
を
も
含
む
か
ら
で
あ
る
。
夫
故
勞
働
契
約
は
勞
働
關
係
の
一
；種
で
は
あ
^
が
、
其 

の
成
立
の
某
礎
で
は
決
し
て
な
い
。
從
つ
て
官
贲
の
任
命
が
假
令
へI

.

方
的
な
主
權
の
行
爲
紀
基
い
て
居
る
ビ
し
て 

も
、.
夬
だ
か
ら
ビ
云
つ
て
其
の
任
命
^
據
つ
.て
齎
ら
^
れ

た

關

係

が

勞

働

契

約

で

は

《

い
'
が

ネ

知

れ

ぬ

が

勞

働

關

係
 

で

は

なS、

ど

看

做

す

可

刍

理
11
1
は

なS

だ

ら

ぅ

。V
:

.

.同

じ
乙
Y
が

官

吏

の

任

命

關

係
R
就
い
て
も
云
は
れ
る
。
從
來
人
々
は
営
苋
を
普
通
の
被
傭
者
せ
區
別
せ

ん
，じ
し

て
、.
官
货
_の
關
係
は
權
カ
關
係
.で
あ
々
，
.普
通
の
被
傭
者
の
勞
働
關
係
は
之
に
反
し
て
債
權
法
的
な
契
約
關
係
で
あ 

る
ビ
し
.て

居

，る

々

然

ふ
R
so
k
述
べ
た
如
く
、
普
通
の
被
傭
者
の
勞
働
即
ち
資
本
へ
の
從
屬
勞
働
は
他
人
た
る
資
本 

家
の
處
分
權
の
下
に
あ
つ
て
、
彼
等
の
間
^
は
權
カ
關
係
が
存
す
る
以
上
、'
右
の
如
さ
區
別
は
否
定
3
れ
て
終
ふ
。 

ぞ
しV

、

勤
勞
の
賃
貸
借
を
物
件
の
賃
貸
借
の
一
種
ど
看
做
し
、
勞
働
契
約
を
債
權
關
係
な
办
ど
す
る
羅
馬
法
學
者 

の
學
說
は
最
早
今
日
維
持
す
る
譯
に
は
ゆ
か
ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
共
^
權
カ
關
係
で
は
あ
る
が
、
確
か
に
官
宽
に
於 

て
は
權
カ
關
係
が
强
い
。

#

の
關
係
は
勤
務
外
の
態
度
^

迄

も

裒

ぶ

_
ので

あ

る

。官
吏
の
任
命
者
化
は
普
通
の
雇
傭 

主
に
は
屬
3
な
い
や
ぅ
な
懲
戒
裁
判
權
が
歸
屬
す
る
こ
ろ
か
あ
る
。
然
6
ど
雖
も
、
其
の
爲
に
官
吏
竝
R
又
普
通
の 

被
傭
者
•か
受
け
る
所
の
權
カ
關
係
の
性
質
は
相
違
し
は
し
なS

。

•
.
.
. 

.

/

勞
働
の
種
類
ど
雖
も
別
^
官
芘
を
普
通
の
被
傭
者
か
ら
區
別
し
は
し
な
い
0
人
々
は
主
權
を
執
行
す
る
官
吏
を
ば 

普
通
の
被
傭
者
^
區
別
し
や
ぅv

考
へ
る
。
ぞ
云
ふ
の
は
、
主
權
を
執
行
す
.る
官
吏
は
普
通
の
被
傭
者
^
は
一
,般
に 

屬
3 

Yる
國
家
：の
銃
治
權
を
執
行
す
る
か
ら
であ

：.

る
。
然
し
乍
ら
、
主
權
的
活
動
^
.雖
も
寒
ら
官
史
R
限
ら
れ
て
は 

A
な
い
'。

私

的

雇

傭

契

約

^

據

つ

て

M

は
れ
た
#

通
の
被
傭
者
に
し
て
、，.而
も
.主
*
⑽
■
能
を
行
使
す
る
者
が
.あ
る 

の
で
あ
つ
て
、
：例
へ
ば
田
畑
の
番
人
；の
.如
含
.突
で
あ
る
o
其
他
、
官
吏
の
執
行
す
る

，

活
動
は
總
て
普
通
の
被
傭
者
の 

活

動

た

々

得

る

，
。

.主

權

を

執

：
行

す

る

，官

®:
S
云
ふ
純
粹
の
官
吏
槪
.念
は
：今
日
最
早
當
嵌
ら
な
い
。
：食
萸
階
級
は
生
權 

^
執
行
す
，.る
官
史
化
止
ま
ら
ず
、，
更
^
經
濟
的
、
技
術
的
、
其
他
0
骨

來

が

ら

な

：：
る

。

被

等

の

：
活

動

2
.
凡

ゆ

る

揚

合
 

代

於
.て

、

決

し

て.普

-®
の

被

傭

者

の

活

動

ど
は
異
な
ら
な
.い
。「

ノ
 

勞
働
の
.內
容
ど
範
®

S

R
就
い
て
も
亦
、
何
等
の
區
別
が
見
出
さ
れ
な
い
。
人
；々

は
私
的
被
傭
者
は
■單
k
或
る
給
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四
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四
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四 

付
?:
.
'
'
實
行
ず
る
^
過
ぎ
|ぬ
.が
，
然
し
.官
.吏
.は
其
の
全
人
袼
公
國
象
化
捧
げ
る
ど
云
.ふ
。
M

へ
ば
；，

『

官
K
BS
係
は
•…

 

權
利
i
義
務
の
無
制
限
な
混
合
を
含
み
、
品
位
あ
る.一

般
的
態
度
を
必
然
的
化
伴
ふ
"

一
定
給
付
の
形
で
箇
々
の
具 

體
.的
事
實
?:
履
行
す
a
z

 

W
か
要
求
^
れ
各
の
，で
..は
.な

ぐ
、
•■又
履
行
ぜ
.ざ
ゐ
が
爲
k
違
反
す
る
.の
で
は
な
く
、
'寧
ろ 

A

ゅ
る
處
、

凡
ゆ
ん
時
‘、
凡

ゆ

.5
機
會
k
於

：
て

其

，
の

全

人

格

5:
牵
<̂
槔
げ
る
；こ
ど
：が
要
求
さ
れ
る
の
で
.あ
る』

c
-3
3
0 

-

 

^

c

o

斯
る
區
.別
ば
全
く
槪
念
の
混
亂
R

®
入
.つ
て
居
る
。

云
ふ
の
；は
、
.旣
に
述
べ
た
如
く
、
普
通
.の
被
ft
者
.，の
勞 

働
？
即
ち
資
本
へ
の
從
屬
勞
働
ど
雖
.も
一
定
給
付
の
形
で
箇
.々
の
具
體
的
事
實
の
履
行
が
要
求
^
れ
る
の
'で
は
な
く
、
 

.寧
ろ
其
の
履
行
^
據
つ
’
て
人
格
の
隸
屬
狀
態
が
齎
ら
^
れ
る
か
ら

.

で
あ
る
。又

：：

1
_般
^
官
吏
^
取
つ
：て
は
法
_
上
其
、
 

•の
給
付
關
係
が
別
k
確
定
し
て
は
居
な
い
ど
云
ふ
考
は
根
據
な
さ
も
の
で
あ
る
。，：官
吏
^
雖
も
任
命
者
の
勝
手
な
命 

令
^
從
つ
て
其
の
勤
勞
を
給
付
す
る
者
で
は
なS

。

官
苋
は
自
己
が
任
ぜ
ら
れ
た
職
務
か
ら
生
ず
石
特
別
の
.義
务
を 

伴
ふ
官
货
ヒ
し
て
ー
の
み
其
の
任
命
者
.の
處
分
に
從
ふ
の
で
あ
る
。
夫
故
任
命
者
は
赝
傭
主
が
普
通
の
被
储
者
か
ら
耍 

求
す
る
場
合
ど
同
.じ
く
、
單
^
任
命
に
菡
い
て
官
吏
が
引
受
け
た
所
の
勤
勞
だ
け
を
彼
れ
が
ら
要
求
し
得
る
^
過
ぎ 

な
い
。.
從
つ
て
、
假
ぅ
k『

凡
ゆ
る
處
、
凡
ゆ
る
時
、
.凡
ゆ
る
機
會
^
,於
て
其
：の
.全
人
格
を
捧
げ
る
乙
ヒ』

が
必
要
：で 

あ
るV

J

し
て
も
"
其
の
場
合
人
々
は
單
k
官
吏
か

ら
其
の
勞
働
義
務
を
履
行
す
る
R

當
つ
て
の
特
別
の
精
神
^

々
、

, 

又

は

勤

勞

給

付

の

特

別

の

.
集

約

性

な

6

を

要

求

し

得

る
k
過

ぎ

な'い

？
：
所

が

精

神

は

內

的

現

象

"
で

あ

つ

て

、
.法
律
に
_ 

據
づ
て
規
律
す
る
_

^
は
ゆ
か
ぬ
.し
、

一

方
動
勞
給
付
.の
集
約
性
に
就
て
考
へ
て
も
、
之
は
官
K

S
場
合
ょ
ヶ
も
寧 

ろ
私
的
被
1|
者
の
*
が
多
く
要
求
^
れ
る
場
合
が
あ
る
。
'

最
後
妃『

扶
養』

代
就
い
て
見
て
も
何
等
決
定
的
相
違
は
存
さ
な
い
。：
官
吏
だ
か
ら
^

云
っ
て
其
0
生
存
中
は
常

R
任
命
3
れ
て
居
る
S
は
限
ら
ぬ
0
官
货
R
も
解
約
の
申
入
や
、
取
消
が
あ
る
。
年
金
請
求
權
R
就S

V

見
て
も
、
 

夫
は
官
宽
R
特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
.普
通
の
被
傭
者
‘
^
斯
る
權
利
が
あ
る
ビ
共
に
、
官
東
k
し
て
斯
る
權
利
の
な 

S

者
も
あ
る
。

，
 

*■

夫

故

、

唯

。
問

題

v

な
6
得
る
の
は
、
官
史
の
關
係
R
就S

て
の
公
法
的
規
定
が
官
宽
を
ば
被
傭
者
の
槪
念
中
k 

含
め
る
乙
ど
を
畓
定
す
厶
か
否
が
で
あ
る
。
所
が
此
の
問
題
は
否
定
し
な
_け
れ
ば
な
らg

、

S
云
.ふ
の
は
、
普
通
の 

資
本
へ
の
從
擺
ガ
働
の
凡
ゆ
る
特
徵
が
又
官
吏
に
も
當
嵌
る
か
..ら
で
あ
る
。
.官
吏
?:
規
定
す
る
法
#
が
®:
ら
公
法
で 

あ
る
か
、
夫
^
も
公
法
^
私
法
ど
で
あ
る
か
の
間
題
は
、
官
吏
の
勞
働
ビ
普
通
，の
被
傭
.者
'の

勞

働

^

の

共

通

性

を

破
 

壞
す
る
こ
ど
は
出
來
な
い
。.
即
ち
官
吏
法
は
勞
働
法
^
基
い
て
居
る
。
官
苋
は
特
殊
の
團
體
^
屬
す
る
所
の
被
傭
者

で
あ
る
0(

34〕

.

四
、
徒
弟W

は
自
己
の
修
業
の
爲
k

w
は
れ
る
所
の
•被
傭
者
で
.あ
る
。
、徒
弟
ド
は
資
本
べ
の
從
屬
勞
働
^
同
一
特 

徵
が
當
嵌
る
の
で
あ
つ
て
、
別
^
徙
弟
が
.報
酬
を
得
る
か
否
か
、
乃
至
は
親
方
の
象
族
內
^
收
容
3
れ
る
か
否
か
に 

論
な
く
、，
右
の
特
徵
を
現
尨
す
の
で
あ
る
。
假
令
へ
反
對
に
徒
弟
の
方
が
親
方
^
見
習
料
を
支
拂
ひ
、
從
つ
て
親
方 

の
敎
育
を
有
償
的
®
働
看
做
ず
可
き
で
あ
る

ビ
し
て
も
、
.依
然
^
し
て
徒
弟
は
被
傭
_者
な
の
で
-あ
る
。
何
故
か

 ̂

云
>
^
_
,
.
'

假
令
本
來
の
見
：智
關
係
^
於
：て
气
徒

弟

は

勞

働

を

、
E-
R
詳
し
く
云
へ
ば
資
本
へ
.の
：從
屬
勞
働V

同,1: 

の

勞

働

を

給

付

す
..る
か
ら
で
あ
る
。
事
實
今
日
^
於
て
|
般

^
行

は

る

.>
の
は
本
來
の
見
習
關
係
で
は
な
く
、
徒
弟 

は
純
然
れ
.る
：被

傭

者

衣

る

之

：ヒ

を

常

V」

す
る
。
夫
故
に
Z

そ
：又

特R
徒
弟
を
被
傭
者
の
一
部
®
ど
，し
^

勞
働
法
に 

據
：ウ
.て
：取
締
.る

必

要

が

あ

：る
_の
：で
あ
る
。
唯

，
邱 

一,

種

で

は

，な

い

w

主
張
し
、
徒
.

第
1
1ナ
脚
卷.

•(
一

六
.四
三
：

)

勞
働
法
の
本
質
. 

第
十
璘• 

ニ

^



:

第
一
：！十
.四
卷
.

2
方
四
：四〕

.勞
働
法
の
本
質 

，第
十
.號

一

一

六

.

.弟
を
被
傭
：者
.ミ
着
做
す
之
'ビ
?:
反
對
す
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
»
が
、.
_
:
假
^

ど
し 

V
.

も
’
夫
'は
：別
^
徒

弟

が

被

傭

者

：
た

る

之

，
ゼ

>
妨

、
げ

ぬ

、
：
ミ
ー

K

^

0ば
,

m
習
關
係
は
別
^

勞
«
契

約

な

く

ど

も
®
 

立
：.し
,

る

所

の.勞
慟
關
.係
た
る
こ
^

»
否
宠
出
來
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
：

:

五
、‘
雄
被
傭
者
ダ
は
其
め
_
式

-:
1
1
:は
巖
密
な
被
傭
#

で
牡
な
い
が
、
或
る
黯
：杧
於
：：て
實
質
上
資
本
べ
の
從
屬
努
働 

vj

同
4
特
徵
を
魂
は
す
が
故
ド
、
法
规
に
據
つ
て
明
か
化
本
來
の
被
傭
者
せ
同
位
反
置
か
る
、
も
，の
で
あ
る

::
0
夫
に 

屬

す

る

も

.0
ゼ
し
て
は
、
' 家
內
勞
働
者
竝
た
勞
働
法
^
據

り

て

規

律

す

可

為

家

族

，勞

働

者

'

V
.

で

あ

る

。

■ 

T
V 

Marx,

:d
a
s 

capita
】，
Bd..L S...I 3

0

9
e
r
i
g
. 

Engels)

莴
总氏

，！！(

新
潮

.社
版〕

笫」

卷
一
八
七
頁 

:

C2.

) 

ILotmar, Der Arbeitsvertr
p.g, 

w
d
. 

I. 

S
.
S
.

(

3〕
Lotmar, 

E
b
s
d
a
.

 s
.

'p
.

 «

Marx, Ebenda. s. 

1
4
0 

高

-21«
氏
課
同
書
ニ
〇
ニ
茛 

(

5) 

.̂.
a
B
P
^
N
b
e
n
d
a
. 

.
s
‘

Oo
2
,
.oo
3
.
.
.
.
.
. 

:

(

6

.

〕

.

 

Marx, 

Lohnarbe.it undwapital, 

lEle

..B
entar.biicher dcs'.KOmrr-uxlismusvBd. 

2'Berlin'192ャ

 s, T

メ
.
可
ヒ̂
^(

>|
女

<
庫
ン 

.
三 I

頁

. 

:

.

..
:

.
(

7〕
Kant,.omndleg'ung 

s
r Metaphysik der s

【tten (
I
m
m
a
n
u
e
l

 Kants. W
e
r
k
e

 herausg.1 von 

Cassirer, 

Bd. 

4, s, 293, 20c 

ノ 

C
.8〕

o
p
p
e
&
e
i
m
e
r
,

 

Qrundriss 

der t
h
e
o
s
i
s
c
h
e
n

c:konomik, 

w
d
. 

I. s. 

6̂
1

C
®
0

 

f く
個
人
的
存
在

S

內
に
同
時i；!

全
體Q

挤
在
を
、
換
言
す

4

ば
個
人
活
動
自
體
の
内
に
同
時

y

社
.
^
:化
活
動
を
見
出
す
，は
、
旣
に 

觀
念
論
的
に
で
は
あ
る

•か
、

へ
ー
ゲ
ル
が
之
を
指
摘
し
で
屉
る

0
即
ち
各
個
人
は

.
1
:已に
對
し
て
の
み
、
或
は
自
已
の
爲
に
作
つ
た
吻
に 

對

し

て

の

み
：；！
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斯
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辦
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ゆ
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の
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欲
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現
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彼
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史
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な
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史
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營
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；
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又
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彼
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。
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た
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